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市政ダイヤル 

その日の 

行事や予定は 

でんわ⑤ 432「 

昭
和
二
十
年
代
 

そ
れ
は
食
糧
増
産
の
時
代
で
あ
っ
た
。
 

米
と
り
ん
ご
の
里
 
津
軽
に
明
る
い
陽
が
さ
し
た
。
 

昭
和
三
十
年
代
 

そ
れ
は
工
業
国
へ
脱
皮
の
時
代
で
あ
っ
た
。
 

村
か
ら
都
市

へ
雪
崩
の
よ
う
に
人
が
移
り

I
 

農
山
漁
村
の
二
、
三
男
対
策
は
無
用
と
な
っ
た
。
 

昭
和
四
十
年
代
 

過
疎
と
過
密
と
公
害
の
時
代
が
や
っ
て
き
た
。
 

し
か
も
米
が
余
る
と
い
う
世
の
中
で
も
あ
る
。
 

し
か
し
米
一
筋
の
津
軽
の
農
民
に
と
つ
て
 

米
作
り
は
や
は
り
生
き
甲
斐
で
あ
る
。
 

津
軽
の
斜
陽
に
挑
み
今
日
も
が
ん
ば
る
。
 

（昭和33年9月10日第3種郵便物特認可） 

す
め
て
い
る
市
は
、
こ
れ
ま
で

の
文
教
施
設
の
整
備
と
併
行
し

て
教
育
の
不
均
衡
を
な
く
し
、
 

有
為
な
人
材
を
育
て
る
た
め
十

月
か
ら
財
団
法
人
「
五
所
川
原

市
教
育
振
興
会
（
増
田
桓
一
会

長
）
」
を
設
立
し
ま
し
た
。
 

設
立
さ
れ
た
ク
市
教
育
振
興

会
4
は
、
さ
る
九
月
三
十
日
、
 

県
教
育
委
員
会
か
ら
設
立
許
可

を
受
け
、
会
の
当
初
運
用
基
金

と
し
て
一
千
万
円
（
市
出
資
金

五
百
万
円
、
有
志
者
寄
付
金
五

百
万
円
）
で
発
足
し
ま
し
た
。
 

同
会
は
、
経
済
事
情
に
よ
っ

て
就
学
が
困
難
な
①
高
校
生
に

対
し
、
入
学
料
と
授
業
料
の
相

当
額
を
給
与
し
②
大
学
志
望
者

に
対
し
て
は
、
三
十
万
円
を
限

度
と
し
て
入
学
仕
度
金
を
貸
与

し
ま
す
。
 

ま
た
、
資
金
の
捻
出
が
困
難

で
あ
る
、
な
ど
特
殊
な
条
件
下

に
あ
っ
て
③
文
教
施
設
の
設
備

う
 
を
す
る

場
合
、
整
備
費
を
助
成

く
 

す
る
④
学
術
研
究
、
出
版
刊
行
 

な
ど
に
対
し
て
支
援
金
を
交
付
 

す
る
、
の
四
点
を
事
業
の
柱
に
 

t
て
い
ま
す
。
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振
興
響
設
釜
競
 

と
し
て
、
次
の
十
五
人
が
選
任

さ
れ
ま
し
た
が
、
任
期
が
切
れ

る
四
十
九
年
三
月
三
十

一
日
以

降
は
理
事

（
会
長
、
副
会
長
、
 

常
任
理
事
を
含
む
）
監
事
あ
わ

せ
三
十
人
で
構
成
さ
れ
ま
す
。
 

当
市
は
、
地
域
経
済
の
遅
れ

か
ら
生
活
水
準
に
格
差
が
あ
り

高
校
進
学
率
も
県
平
均
を
若
干

上
廻
っ
て
い
ま
す
が
、
全
国
平

均
を
か
な

り
下
廻
っ

て
い
ま
 

五
所
川
原
市
産
米
改
良
協
議

会
は
、
十
月
二
十
四
日
午
前
十

時
か
ら
産
経
会
館
に
市
内
の
各

農
協
や
、
も
み
ず
り
、
集
荷
業

者
な
ど
の
関
係
団
体
か
ら
三
十

人
ほ
ど
が
出
席
し
て
開
か
れ
、
 

協
議
会
の
新
会
長
に
佐

々
木
市

長
を
選
任
し
ま
し
た
。
 

協
議
会
で
は
、
佐
々
木
市
長

が
新
し
い
委
員
ひ
と
り
ひ
と
り

に
委
嘱
状
を
交
付
し
た
あ
と
、
 

産
米
改
善
の
推
進
対
策
と
し
て
 

「
本
年
産
米
の
上
位
等
級
米
（
 

三
等
米
以
上
）
比
率
の
八
O
督
 
 

す
。
経
済
事
情
を
克
服
し
て
、
 

教
育
の
ク
機
会
均
等
4
を
め
ざ

し
、
市
は
さ
る
四
十
一
年
度
か

ら
高
校
生
を
対
象
に
奨
学
金
制

度
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、
 

ク
教
育
振
興
会
4
の
設
立
に
よ

っ
て
、
よ
り
多
く
の
市
民
が
恩

恵
を
受
け
る
も
の
と
期
待
さ
れ

ま
す
。
 

▽
理
事
 
（
会
長
）
増
田
桓

一
（
副会
長
）
村
上
純
一
、
原

幸
三
郎
、
平
山
文
三
郎
、
中
村

伸
太
郎
、
木
下
知
、
対
馬
克
夫

鶴
谷
正
次
、
神
幸
一
、
飛
島
孝

英
、
津
島
廉
造
（
同
常
任
）
小

山
吉
之
助
 

▽
監
事
川
村
嘉
太
郎
、
菊
池

清
助
、
渋
谷
守
夫
（
敬
称
略
）
 

確
保
を
目
標
に
、
こ
れ
か
ら
の

乾
燥
、
調
整
に
あ
た
っ
て
は
関

係
機
関
が
一
体
と
な
っ
て
産
米

改
善
運
動
の
最
後
の
仕
上
げ
を

強
力
に
展
開
す
る
」
こ
と
な
ど

を
申
し
あ
わ
せ
ま
し
た
。
 

新
役
員
は
次
の
と
お
り
で
す

▽
会
長
 
佐
々
木
栄
造
▽
副

会
長
 
泉
谷
正
志
、
開
米
佐
太

郎
、
大
邑
与
造
 

▽
監
事
 
小
栗
山
作
太
郎
、
 

外
崎
梁
四
郎
、
田
中
久
七
 

（
敬
称
略
）
 

公
 
害

対
 
策

審
 

議
 

会
 

発
 

足
 

十
月
一
日
施
行
さ
れ
た
「
市

公
害
防
止
条
例
」
に
伴
う
公
害

対
策
審
議
会
が
こ
の
ほ
ど
発
足

し
、
会
長
に
前
田
義
則
氏
が
決

ま
り
ま
し
た
。
 

対
策
審
議
委
員
に
は
市
内
の

学
識

経
験
者

や
関
係
行
政
機

関
、
公
共
団
体
、
企
業
関
係
の

代
表
者
十
五
人
が
市
か
ら
委
嘱

さ
れ
ま
し
た
。
 

対
策
審
議
会
で
は
、
今
後
公

害
対
策
に
つ
い
て
、
市
長
の
諮

間
に
応
じ
て
基
本
的
事
項
を
調

査
、
審
議
し
て
ゆ
き
ま
す
。
 

▽
会
長
 
前
田
義
則
▽
副
会

長
 
高
松
功
▽
委
員
 
対
馬
昭

幸
、
千
田
豊
、
阿
保
孫
市
、
小

野
村
正
巳
、
村
上
純
一
、
開
米

佐
太
郎
、
石
井
柾
次
郎
、
佐
藤

貞
、
神
三
男
、
小
野
仁
太
郎
、
 

斎
藤
一
郎
、
対
馬
字
之
吉
、
小
 

笠
原
幸
雄
 

（
敬称
略
）
 

｛」
難
裏
臓
毒
尋
毒
率
」
 

興
容
 

喜
名
に
 

母綴
簿
難
難
濃涙
鶏
猫
湘
」涙
泳
 

ク
学
園
都
市

4
づ
く
り
を
す
 

会
に
は
、
設
立
当
初
の
役
員
 

上
位
等
級
米
8
0％
目
標
 

市
産
米
改
良
協
議
会
 

→
 



山
菜
加

工
場
完

成
 

下
岩
崎

ナ
メ
コ
生
産
組
合
 

②
 

下
岩
崎
ナ
メ
コ
生
産
組
合

（
 

野
宮
金
助
組
合
長
、
組
合
員
十

二
人
）
が
、
二
百
七
十
一
万
八

千
円
（
国
、
県
が
六
割
補
助
）
 

で
建
設
し
て
い
た
「
山
菜
処
理

加
工
場
」
が
完
成
し
、
十
一
月

中
旬
操
業
し
ま
す
。
 

完
成
し
た
加
工
場
に
は
、
殺

菌
パ
 
ッ
ク
 
（
六
ケ
ー
ス
用
）
、
 

洗
浄
選
別
機
（
六
段
ロ
ー
タ
リ
 

ー
式
）
、
ボ
イ
ラ

ー
 （
全
自
動
 

）
が
施
設
さ
れ

試
運
転
を
始
め

ま
し
た
。
加
工

場
の
加
工
工
程

は
、
①
洗
浄
（
 

ダ
イ
ラ
イ
ト
タ

ン
ク
）
 
した
山

菜
を
②
選
別
機

に
か
け
て
③
缶

に
詰
め
④
殺
菌
 

（
蒸
気
）
し
て

⑤
脱
気
、
さ
ら

に
フ
タ
を
し
て

冷
却
さ
せ
る
と

完
成
し
ま
す
。
 

同
生
産
組
合

で
は
、
す
で
に

昨
年
十
月
、
ナ

メ
コ
二
千
五
百
 

五
所
川
原
市
文
化
振
興
会
議

な
ど
主
催
、
青
森
県
文
化
振
興

会
議
後
援
の
「
第
1
2回
五
所
川

原
市
文
化
祭
」
は
、
十
月
二
十

九
日
ー
十
一
月
五
日
ま
で
市
教

育
文
化
セ
ン
タ
ー
を
主
会
場
に

開
か
れ
て
い
ま
す
。
 

会
場
別
の
催
し
物
は
次
の
と

お
り
で
す
。
 

▽
十
月
二
十
九
日

〔
中
央
公民

館
、
三
道
会
館
〕
市
民
茶
会
（
 

裏
千
家
、
表
千
家
、
遠
州
会
）
 

▽
十
一
月
二
、
三
日
 
〔
市
民
 

文
化
会
館
第
二
集
会
室
〕
華
道

」
 

こ
イ
弓
f
，
二
一4
ニ
ニ
こ
．
、
I
、J
f
 
 箱

を
収
容
で
き
る
菌
舎
を
完
成

さ
せ
て
お
り
、
操
業
を
前
に
フ

キ
、
ワ
ラ
ビ
お
よ
そ
千
キ
ロを
漬

け
、
本
格
的
な
加
工
に
備
え
て

お
り
ま
し
た
。
同
生
産
組
合
で

は
、
ひ
と
缶
四
百
g
入
り
の
山

菜
加
工
製
品
と
し
て
、
大
手
卸

し
売
り
メ
ー
カ
ー
と
契
約
し
販

売
す
る
方
針
で
す
が
、
ひ
と
冬

に
総
収
入
か
ら
諸
支
出
を
差
し

引
き
お
よ
そ
二
百
万
円

（
労
賃
 

展

（
池
の坊
、
遠
州
会
、
小
原

流
）
 

▽
十
一
月
三
日

〔
中
央公
民

館
〕
俳
句
大
会
（
俳
句
会
）
 
〔
 

市
内
一
円
〕
文
化
碑
め
ぐ
り

（
 

牧
水
、
山
蘭
碑
な
ど
六
カ
所
）
 

▽
十
一
月
二
、
三
、
四
、
五

日
「
お
祭
り
広
場
〕
盆
栽
展

（
 

盆
栽
会
）
 

▽
十
一
月
三
、
四
、
五
日
 

〔
「
中
三
J
デ
パ
ー
ト
〕
洋
画

展

（
北
美
術
）
 
〔市
民
文
化
会

館
ロ
ビ
ー
〕
菊
花
展
（
晩
香
会
 

）
 
〔
郷土
館
〕
考
古
展

（
考古
 
 

相
殺
分
を
含
む
）
 
の収
益
を
見

込
ん
で
お
り
ま
す
。
 

百
日
セ
キ
、
 

ジ
フ
テ
リ
7
、
 

破
傷
風
の
三
種

混
合
ワ
ク
チ
ン

の
接
種
を
つ
ぎ

の
日
程
で
お
こ

な
い
ま
す
。・

▽
昭
和
四
十

六
年
四
月
一
日
 

ー
昭
和
四
十
七

年
三
月
三
十
一
 

F
 

日
ま
で
に
生
れ
 

た
赤
ち
や
ん
は

三
週
間
お
き
に
三
回
接
種
を
う

け
て
く
だ
さ
い
。
 

▽
昭
和
四
十
五
年
八
月
一
日
 

ー
昭
和
四
十
六
年
七
月
三
十
一

日
ま
で
の
間
に
生
れ
た
赤
ち
や

ん
で
、
 一
回
よ
り
接
種
を
う
け

て
い
な
い
赤
ち
や
ん
は
さ
ら
に

三
回
接
種
を
う
け
て
く

だ
さ

い
。
 

▽
昭
和
四
十
七
年
二
月
ま
で

に
三
回
接
種
を
う
け
て
い
る
赤

ち
や
ん
は
追
加
の
一
回
を
う
け

て
く
だ
さ
い
。
 

料
金
は
無
料
で
す
。
 

▽
十
一
月
八
日
 
午
後
一
時

半
ー
二
時
半
 
松
島
地
区
（
松

島
支
所
）
 

▽
十
一
月
八
日
 
午
後
一
時

半
ー
二
時
 
長
橋
地
区

（
長
橋
 

学
会
）
 
〔
同応
接
室
〕
魚
拓
展
 

（潮
友
会
）
 
〔
同第
一
集
会
室
 

〕
書
道
展

（
書
道
会
）
 
〔
「
丸

キ
」
デ
パ
ー
ト
〕
 
日本
画
展
 
（
 

津
軽
法
定
会
）
 

▽
十

一
月
三
日

〔
市
民
文
化

会
館
ホ
ー
ル
〕
謡
曲

（宝
生
会
 

）
寧
曲
（
双
葉
会
）
ピ
ア
ノ
 
（
 

ド
レ
ミ
会
、
若
草
会
）
人
形
劇
 

（
保
存
会
）
民
謡
（
民
謡
協

会
）
バ
レ
エ
 
（
棟方
研
究
所
）
 

奴
踊
（
奴
踊
保
存
会
）
詩
吟
剣

舞
（
詩
吟
剣
舞
）
合
唱

（
合
唱

団
、
 マ
マ
さ
ん
コ
ー
ラ
ス
）
 
日

本
舞
踊
（
綾
扇
会
）
 

▽
十
一
月
五
日

〔
中
央公
民

館
〕
川
柳
大
会

（
岩木
吟
社
）
 

▽
十
一
日
十
二
日

〔
中
央公

民
館
〕
短
歌
大
会
（
短
歌
恰
 
 

診
療
所
）
 

▽
十
一
月
九
日
 
午
後
一
時
 

ー
二
時
 
栄
地
区
 
（
栄
支
所
）
 

▽
十
一
月
九
日
 
午
後
一
時

半
ー
二
時
半
 
飯
詰
地
区

（
飯

詰
支
所
）
 

▽
十
一
月
十
日
 
午
前
十
時
 

ー
十
一
時
 
七
和
地
区

（
七
和

支
所
）
 

▽
十
一
月
十
日
 
午
後
一
時

半
ー
二
時
 
毘
沙
門
地
区

（
毘

沙
門
小
学
校
）
 

▽
十
一
月
十
四
日
 
午
後
一
一

時
ー
二
時
半
 
中
川
地
区

（
中

川
支
所
）
 

▽
十
一
月
十
四
日
 
午
後
一

時
半
ー
二
時
 
一
一
辱地
区

（
「1
 

好
診
療
所
）
 

▽
十
一
月
十
五
日
 
午
後
一
一

時
ー
二
時
半
 
梅
沢
地
区

（
梅

沢
支
所
）
 

▽
十
一
月
十
五
日
 
午
後
一

時
半
ー
二
時
半
 
松
島
団
地
（
 

団
地
集
会
所
）
 

▽
十
一
月
十
六
日
 
午
後
一

時
半
ー
三
時
 
旧
市
内
、
小
曲

新
宮
団
地

（
市
民
文
化
会
館
第

一
集
会
室
）
 

▽
十
一
月
十
七
日
 
午
後
一

時
半
ー
三
時
 
旧
市
内
、
小
曲

新
宮
団
地

（
市
民
文
化
会
館
第

一
集
会
室
）
 

三
「
「，
●
●
三
三

二
」三
，
，
‘
「
三
三
三
一
，
 

国
連
の
日
記

念
行
事
 

開
催
の
お
知
ら

せ
 

市
民
の
参
加
と
ご
聴
講
を
お
 

願
い
し
ま
す
。
 

十
一
月
四
日

（
土
）
 

▽
市
中
パ
レ
ー
ド
 

午
後
一
時
、
市
民
文
化
会
 

館
前
出
発
 

▽
記
念
講
演
 

午
後
二
時
、
市
民
文
化
会
 

館
ホ
ー
ル
 

講
師
、
日
本
国
連
協
会
専
務
 

理
事
、
N
H
K
解
説
委
員
 

坂
田
二
郎
氏
 

※
殻
物
乾
燥
機
の
使
用
に

あ
た
つ
て
は
、
も
み
水
分

の
は
握
と
送
風
温
度
、
時

間
に
十
分
注
意
し
過
乾
燥

に
な
ら
な
い
よ
う
注
意
L
 

て
く
だ
さ
い
。
 

完成した「山菜処理加工場」 

「市
文
化

祭
」
が
 

開

か
れ
て
い

ま
す
 

ン
 
ー
 

チ
 
軒
 

汐
 
掬

ワ
 

剣
 

Aロ
 
目

混
 
回

種
 
2
 

三
 

r
 

く
 

山
菜
加

工
場
完

成
 

下
岩
崎

ナ
メ
コ
生
産
組
合
 

②
 

下
岩
崎
ナ
メ
コ
生
産
組
合

（
 

野
宮
金
助
組
合
長
、
組
合
員
十

二
人
）
が
、
二
百
七
十
一
万
八

千
円
（
国
、
県
が
六
割
補
助
）
 

で
建
設
し
て
い
た
「
山
菜
処
理

加
工
場
」
が
完
成
し
、
十
一
月

中
旬
操
業
し
ま
す
。
 

完
成
し
た
加
工
場
に
は
、
殺

菌
パ
 
ッ
ク
 
（
六
ケ
ー
ス
用
）
、
 

洗
浄
選
別
機
（
六
段
ロ
ー
タ
リ
 

ー
式
）
、
ボ
イ
ラ

ー
 （
全
自
動
 

）
が
施
設
さ
れ

試
運
転
を
始
め

ま
し
た
。
加
工

場
の
加
工
工
程

は
、
①
洗
浄
（
 

ダ
イ
ラ
イ
ト
タ

ン
ク
）
 
した
山

菜
を
②
選
別
機

に
か
け
て
③
缶

に
詰
め
④
殺
菌
 

（
蒸
気
）
し
て

⑤
脱
気
、
さ
ら

に
フ
タ
を
し
て

冷
却
さ
せ
る
と

完
成
し
ま
す
。
 

同
生
産
組
合

で
は
、
す
で
に

昨
年
十
月
、
ナ

メ
コ
二
千
五
百
 

五
所
川
原
市
文
化
振
興
会
議

な
ど
主
催
、
青
森
県
文
化
振
興

会
議
後
援
の
「
第
1
2回
五
所
川

原
市
文
化
祭
」
は
、
十
月
二
十

九
日
ー
十
一
月
五
日
ま
で
市
教

育
文
化
セ
ン
タ
ー
を
主
会
場
に

開
か
れ
て
い
ま
す
。
 

会
場
別
の
催
し
物
は
次
の
と

お
り
で
す
。
 

▽
十
月
二
十
九
日

〔
中
央
公民

館
、
三
道
会
館
〕
市
民
茶
会
（
 

裏
千
家
、
表
千
家
、
遠
州
会
）
 

▽
十
一
月
二
、
三
日
 
〔
市
民
 

文
化
会
館
第
二
集
会
室
〕
華
道

」
 

こ
イ
弓
f
，
二
一4
ニ
ニ
こ
．
、
I
、J
f
 
 箱

を
収
容
で
き
る
菌
舎
を
完
成

さ
せ
て
お
り
、
操
業
を
前
に
フ

キ
、
ワ
ラ
ビ
お
よ
そ
千
キ
ロを
漬

け
、
本
格
的
な
加
工
に
備
え
て

お
り
ま
し
た
。
同
生
産
組
合
で

は
、
ひ
と
缶
四
百
g
入
り
の
山

菜
加
工
製
品
と
し
て
、
大
手
卸

し
売
り
メ
ー
カ
ー
と
契
約
し
販

売
す
る
方
針
で
す
が
、
ひ
と
冬

に
総
収
入
か
ら
諸
支
出
を
差
し

引
き
お
よ
そ
二
百
万
円

（
労
賃
 

展

（
池
の坊
、
遠
州
会
、
小
原

流
）
 

▽
十
一
月
三
日

〔
中
央公
民

館
〕
俳
句
大
会
（
俳
句
会
）
 
〔
 

市
内
一
円
〕
文
化
碑
め
ぐ
り

（
 

牧
水
、
山
蘭
碑
な
ど
六
カ
所
）
 

▽
十
一
月
二
、
三
、
四
、
五

日
「
お
祭
り
広
場
〕
盆
栽
展

（
 

盆
栽
会
）
 

▽
十
一
月
三
、
四
、
五
日
 

〔
「
中
三
J
デ
パ
ー
ト
〕
洋
画

展

（
北
美
術
）
 
〔市
民
文
化
会

館
ロ
ビ
ー
〕
菊
花
展
（
晩
香
会
 

）
 
〔
郷土
館
〕
考
古
展

（
考古
 
 

相
殺
分
を
含
む
）
 
の収
益
を
見

込
ん
で
お
り
ま
す
。
 

百
日
セ
キ
、
 

ジ
フ
テ
リ
7
、
 

破
傷
風
の
三
種

混
合
ワ
ク
チ
ン

の
接
種
を
つ
ぎ

の
日
程
で
お
こ

な
い
ま
す
。・

▽
昭
和
四
十

六
年
四
月
一
日
 

ー
昭
和
四
十
七

年
三
月
三
十
一
 

F
 

日
ま
で
に
生
れ
 

た
赤
ち
や
ん
は

三
週
間
お
き
に
三
回
接
種
を
う

け
て
く
だ
さ
い
。
 

▽
昭
和
四
十
五
年
八
月
一
日
 

ー
昭
和
四
十
六
年
七
月
三
十
一

日
ま
で
の
間
に
生
れ
た
赤
ち
や

ん
で
、
 一
回
よ
り
接
種
を
う
け

て
い
な
い
赤
ち
や
ん
は
さ
ら
に

三
回
接
種
を
う
け
て
く

だ
さ

い
。
 

▽
昭
和
四
十
七
年
二
月
ま
で

に
三
回
接
種
を
う
け
て
い
る
赤

ち
や
ん
は
追
加
の
一
回
を
う
け

て
く
だ
さ
い
。
 

料
金
は
無
料
で
す
。
 

▽
十
一
月
八
日
 
午
後
一
時

半
ー
二
時
半
 
松
島
地
区
（
松

島
支
所
）
 

▽
十
一
月
八
日
 
午
後
一
時

半
ー
二
時
 
長
橋
地
区

（
長
橋
 

学
会
）
 
〔
同応
接
室
〕
魚
拓
展
 

（潮
友
会
）
 
〔
同第
一
集
会
室
 

〕
書
道
展

（
書
道
会
）
 
〔
「
丸

キ
」
デ
パ
ー
ト
〕
 
日本
画
展
 
（
 

津
軽
法
定
会
）
 

▽
十

一
月
三
日

〔
市
民
文
化

会
館
ホ
ー
ル
〕
謡
曲

（宝
生
会
 

）
寧
曲
（
双
葉
会
）
ピ
ア
ノ
 
（
 

ド
レ
ミ
会
、
若
草
会
）
人
形
劇
 

（
保
存
会
）
民
謡
（
民
謡
協

会
）
バ
レ
エ
 
（
棟方
研
究
所
）
 

奴
踊
（
奴
踊
保
存
会
）
詩
吟
剣

舞
（
詩
吟
剣
舞
）
合
唱

（
合
唱

団
、
 マ
マ
さ
ん
コ
ー
ラ
ス
）
 
日

本
舞
踊
（
綾
扇
会
）
 

▽
十
一
月
五
日

〔
中
央公
民

館
〕
川
柳
大
会

（
岩木
吟
社
）
 

▽
十
一
日
十
二
日

〔
中
央公

民
館
〕
短
歌
大
会
（
短
歌
恰
 
 

診
療
所
）
 

▽
十
一
月
九
日
 
午
後
一
時
 

ー
二
時
 
栄
地
区
 
（
栄
支
所
）
 

▽
十
一
月
九
日
 
午
後
一
時

半
ー
二
時
半
 
飯
詰
地
区

（
飯

詰
支
所
）
 

▽
十
一
月
十
日
 
午
前
十
時
 

ー
十
一
時
 
七
和
地
区

（
七
和

支
所
）
 

▽
十
一
月
十
日
 
午
後
一
時

半
ー
二
時
 
毘
沙
門
地
区

（
毘

沙
門
小
学
校
）
 

▽
十
一
月
十
四
日
 
午
後
一
一

時
ー
二
時
半
 
中
川
地
区

（
中

川
支
所
）
 

▽
十
一
月
十
四
日
 
午
後
一

時
半
ー
二
時
 
一
一
辱地
区

（
「1
 

好
診
療
所
）
 

▽
十
一
月
十
五
日
 
午
後
一
一

時
ー
二
時
半
 
梅
沢
地
区

（
梅

沢
支
所
）
 

▽
十
一
月
十
五
日
 
午
後
一

時
半
ー
二
時
半
 
松
島
団
地
（
 

団
地
集
会
所
）
 

▽
十
一
月
十
六
日
 
午
後
一

時
半
ー
三
時
 
旧
市
内
、
小
曲

新
宮
団
地

（
市
民
文
化
会
館
第

一
集
会
室
）
 

▽
十
一
月
十
七
日
 
午
後
一

時
半
ー
三
時
 
旧
市
内
、
小
曲

新
宮
団
地

（
市
民
文
化
会
館
第

一
集
会
室
）
 

三
「
「，
●
●
三
三

二
」三
，
，
‘
「
三
三
三
一
，
 

国
連
の
日
記

念
行
事
 

開
催
の
お
知
ら

せ
 

市
民
の
参
加
と
ご
聴
講
を
お
 

願
い
し
ま
す
。
 

十
一
月
四
日

（
土
）
 

▽
市
中
パ
レ
ー
ド
 

午
後
一
時
、
市
民
文
化
会
 

館
前
出
発
 

▽
記
念
講
演
 

午
後
二
時
、
市
民
文
化
会
 

館
ホ
ー
ル
 

講
師
、
日
本
国
連
協
会
専
務
 

理
事
、
N
H
K
解
説
委
員
 

坂
田
二
郎
氏
 

※
殻
物
乾
燥
機
の
使
用
に

あ
た
つ
て
は
、
も
み
水
分

の
は
握
と
送
風
温
度
、
時

間
に
十
分
注
意
し
過
乾
燥

に
な
ら
な
い
よ
う
注
意
L
 

て
く
だ
さ
い
。
 

完成した「山菜処理加工場」 

「市
文
化

祭
」
が
 

開

か
れ
て
い

ま
す
 

ン
 
ー
 

チ
 
軒
 

汐
 
掬

ワ
 

剣
 

Aロ
 
目

混
 
回

種
 
2
 

三
 

r
 

く
 



自
衛
官
防

衛
大
学

生

募
集
 

将
来
の
日
本
の
国
防
を
若
人
の
手
で

・
・
一
 

受
験
資
格
廿
高
校
三
年
生
ー
高
卒
二
十

一
歳
ま
で
 

四
年
間
学
生
と
し
て
勉
学
し
、
卒
業
後
一
年
間
幹
部
候
 

補
生
学
校
に
入
り
幹
部
に
な
り
ま
す
。
 

二
十
三
歳
 
三
尉
 
五
八
、
八
〇
O
円
 

二
十
五
歳
 
二
尉
 
六
一
、
九
〇
〇
円
 

二
十
八
歳
 
一
尉
 
七
一
、
九
〇
〇
円
 

三
十
二
歳
 
三
佐
 
八
七
、
六
〇
〇
円
 

航
 
空
一
学
 

生
 

募
 
集
 

ク
若
人
の
夢
を
大
空
に
4
将
来
を
パ
イ
ロ
 ツ
ト
の
道
に
 

か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。
 

資
格
廿
高
校
三
年
生
ー
高
校
卒
二
十
歳
ま
で
受
験
で
き
ま
す
。
 

給
料
廿
一
年
目

（
士長
）
四
五
、
〇
〇
〇
円
 
十
九
歳
 

三
年
目

（
二曹
）
五
五
、
〇
〇
〇
円
二
十
一
歳
 

六
年
目

（
三
尉
）八
五
、
〇
〇
〇
円
二
十
四
歳
 

八
年
目

（
二
尉
）九
三
、
七
〇
〇
円
二
十
六
歳
 

案
内
、
申
込
は
、
窓
ロ
サ
ー
ビ
ス
課
⑤
二
一
一
一
番
（代
表
）
 

又
は
自
衛
隊
五
所
川
原
募
集
事
務
所
⑤
二
三
〇
五
番
へ
 

中
小
企
業
年
末
資
金
特
別
保
証
制
度
 

火器の不良、破損個所に気をつけましよう 

月
三
十
日
ま
で
 

「
秋季
火
災
予

防
運
動
」
が
行

な
わ
れ
て
い
ま

す
。
 

市
内
で
は
、
 

四
十
六
年
度
に

三
十
四
件
の
火

災
が
発
生
し
、
 

お
よ
そ
二
千
四

百
万
円
が
灰
に

な
っ
て
お
り
、
 

残
火
の
不
始
末

や
た
ば
こ
火
が

発
生
原
因
の
上

位
を
し
め
て
い

ま
す
。
 

市
消
防
本
部
 

市
消
防
署
は
運
 

初
期
消
火
・
早
期
通
報
 

.
 

ク
慣
れ
た
火
に
新
た
な
注
意

を
4
十
月
二
十
一
日
か
ら
十
一
 
 

動
期
間
中
、
公
共
施
設
で
の
避

難
訓
練
や
一
般
家
庭
の
予
防
査

察
を
行
な
い
ま
す
が
、
と
く
に

く
ら
し
の
な
か
の
防
火
の
再
点

検
と
し
て
、
 一
般
家
庭
に
次
の

こ
と
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
 

▽
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
と
寝

た
ば
こ
は
絶
対
や
め
ま
し
よ
う

▽
火
気
を
使
用
す
る
場
合
は

カ
ー
テ
ン
な
ど
燃
え
や
す
い
も

の
の
近
く
、
出
入
り
口
の
通
路

に
お
か
な
い
よ
う
に
し
よ
う

▽
火
器
の
不
良
個
所
、
破
損

個
所
の
早
期
発
見
と
早
期
修
理

を
行
な
い
ま
し
よ
う
 

▽
燃
焼
中
、
残
炎
中
の
給
油

持
ち
は
こ
び
は
や
め
ま
し
よ
う

▽
老
人
、
子
供
、
病
人
な
ど

ひ
と
り
留
守
居
は
で
き
る
だ
け

さ
け
、
や
む
を
得
な
い
場
合
は

介
添
人
、
ま
た
は
近
所
の
家
と

の
連
絡
を
密
に
し
、
避
難
し
や

す
い
一
階
に
寝
か
せ
る
よ
う
に

し
ま
し
よ
う
 

ば
困
り
ま
す
。
善
処
を
お
願
い
 
 

▽
実
施
期
間
 

昭
和
四
十
七
年
十
月
十
一
日
 

か
ら
昭
和
四
十
八
年
一
月
三
十
 

一
日
（
水
）ま
で
 

▽
資
金
の
使
途
 

運
転
資
金
 

▽
保
証
金
額
 

一
企
業
に
つ
き
個
人
、
法
人
 

五
、
（×
）
〇
千
円以
内
 

組
合
一
五
、
〇
〇
〇
千
円
以
 

内
 た

だ
し
、
組
合
が
組
合
員
に
 

転
貸
す
る
場
合

は
一
組
合
員
 

五
、
〇
〇
〇
千
円
以
内
と
し
、
 

そ
の
限
度
額
五
〇
、
〇
〇
〇
千
 

円
以
内
と
す
る
。
 

▽
保
証
期
間
 

六
カ
月
以
内
 

▽
保
証
形
成
 

手
形
貸
付
、
証
書
貸
付
お
ょ
 

び
手
形
割
引
の
保
証
 

▽
償
還
方
法
 

製
智
m馴
極
葛
）
 

一
 

一
 

一
括
払
い
 

▽
利
息
、
保
証
料
 

利
息
 
取
扱
金
融
機
関
の
所
 

定
利
率
 

保
証
料
 
年
率
一
・
四
「
軒
 

▽
保
証
人
、
担
保
 

保
証
人
は
ひ
と

り
以
上
と
 

し
、
必
要
に
応
じ
て
担
保
を
徴
 

し
ま
す
。
 

▽
受
付
場
所
 

取
扱
金
融
機
関
、
県
信
用
保
 

証
協
会
本
、
支
所
 

な
お
詳
し
く
は
市
商
工
観
光
 

課
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
 

．
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、、
、
、
、
、
、
、
、
、
、‘
 

旧
市
内
ゴ
ミ

収
 

集
 
週

2
 回
 
に
 

(1
1月
ー
日
か
ら
実
施
）
 

◇
月
、
木
曜
日
 
上
平
井
町

中
平
井
町
、
平
井
町
、

下
平

井
町
、
十
川
町
、
新
宮
団
地
、
 

さ
つ
き
町
、
尻
無
の
一
部
、
旭

町
、
敷
島
町
、
東
雲
町
、
ひ
な

た
町
、
大
町
 

◇
火
、
金
曜
日
 
本
町
、
弥

生
町
、
田
園
調
布
、
松
島
団
地

鎌
谷
町
、
新
町
、

栄
町
、
田

町
、
湊
団
地
、
さ
か
え
保
育
所

裏
田
町
 

◇
水
、
土
曜
日
 
新
宮
町
、
 

末
広
町
、
錦
町
、
幾
島
町
、
柏

原
町
、
柳
町
第
一
第
二
、
成
田

町
、
小
曲
地
区
、
川
端
町
、
寺

町
、
岩
木
町
、
平
和
町
、
元
町

布
屋
町
、
東
町
 

一
 

一
 

一
 

秋の火災予防運動 

‘・ 	 11月L3O日まで実施 

「
，

I

、

j

、

J
 

藤
鰯
一
 

「魂
“
 

!
!
 

三
！
 

●
！
【
 

し
ま
す
。
 

△
一
市
民
▽
 
の
自
転
車
置
場
も
検
討
し
て
お
 

A
お
こ
た
え
▽
 

り
ま
す
。
場
所
に
つ
い
て
は
、
 

現
在
、
庁
舎
と
お
祭
り
広
場
 
庁
舎
の
北
側
か
、
市
民
文
化
会
 

へ
お
た
ず
ね
V
 

の
中
間
に
来
庁
者
用
の
自
転
車
 
館
側
に
な
る
予
定
で
す
の
で
、
 

こ
れ
か
ら
雨
 
置
場
を
設
け
て
お
り
ま
す
が
、
 
い
ま
し
ば
ら
く
お
待
ち
願
い
ま

や
雪
が
降
り
続
 
屋
根
が
な
い
の
で
非
常
に
不
便
 
す
。
 

D
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き
ま
す
が
、
市
 

を
か
け
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
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係
か
ら
 

多
数
の
提
言
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所
へ
用
事
に
す
o
 
ー
 
漕
ま
す
が
、

准
像

漕
七
 

》
 
／d
、
ー
 

行
っ
て
も
屋
根
 

前
庭
の
整
備
も
一
応
終
り
ま
 
返
事
を
さ
し
あ
げ
る
の
に
困
っ
 
＼
 

一
 つ
き
の
自
転
車
置
場
が
な
け
れ
 
し
た
の
で
、
次
に
警
備
員
の
詰
 
て
お
り
ま
す
‘
 

』
 

自
衛
官
防

衛
大
学

生

募
集
 

将
来
の
日
本
の
国
防
を
若
人
の
手
で

・
・
一
 

受
験
資
格
廿
高
校
三
年
生
ー
高
卒
二
十

一
歳
ま
で
 

四
年
間
学
生
と
し
て
勉
学
し
、
卒
業
後
一
年
間
幹
部
候
 

補
生
学
校
に
入
り
幹
部
に
な
り
ま
す
。
 

二
十
三
歳
 
三
尉
 
五
八
、
八
〇
O
円
 

二
十
五
歳
 
二
尉
 
六
一
、
九
〇
〇
円
 

二
十
八
歳
 
一
尉
 
七
一
、
九
〇
〇
円
 

三
十
二
歳
 
三
佐
 
八
七
、
六
〇
〇
円
 

航
 
空
一
学
 

生
 

募
 
集
 

ク
若
人
の
夢
を
大
空
に
4
将
来
を
パ
イ
ロ
 ツ
ト
の
道
に
 

か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。
 

資
格
廿
高
校
三
年
生
ー
高
校
卒
二
十
歳
ま
で
受
験
で
き
ま
す
。
 

給
料
廿
一
年
目

（
士長
）
四
五
、
〇
〇
〇
円
 
十
九
歳
 

三
年
目

（
二曹
）
五
五
、
〇
〇
〇
円
二
十
一
歳
 

六
年
目

（
三
尉
）八
五
、
〇
〇
〇
円
二
十
四
歳
 

八
年
目

（
二
尉
）九
三
、
七
〇
〇
円
二
十
六
歳
 

案
内
、
申
込
は
、
窓
ロ
サ
ー
ビ
ス
課
⑤
二
一
一
一
番
（代
表
）
 

又
は
自
衛
隊
五
所
川
原
募
集
事
務
所
⑤
二
三
〇
五
番
へ
 

中
小
企
業
年
末
資
金
特
別
保
証
制
度
 

火器の不良、破損個所に気をつけましよう 

月
三
十
日
ま
で
 

「
秋季
火
災
予

防
運
動
」
が
行

な
わ
れ
て
い
ま

す
。
 

市
内
で
は
、
 

四
十
六
年
度
に

三
十
四
件
の
火

災
が
発
生
し
、
 

お
よ
そ
二
千
四

百
万
円
が
灰
に

な
っ
て
お
り
、
 

残
火
の
不
始
末

や
た
ば
こ
火
が

発
生
原
因
の
上

位
を
し
め
て
い

ま
す
。
 

市
消
防
本
部
 

市
消
防
署
は
運
 

初
期
消
火
・
早
期
通
報
 

.
 

ク
慣
れ
た
火
に
新
た
な
注
意

を
4
十
月
二
十
一
日
か
ら
十
一
 
 

動
期
間
中
、
公
共
施
設
で
の
避

難
訓
練
や
一
般
家
庭
の
予
防
査

察
を
行
な
い
ま
す
が
、
と
く
に

く
ら
し
の
な
か
の
防
火
の
再
点

検
と
し
て
、
 一
般
家
庭
に
次
の

こ
と
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
 

▽
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
と
寝

た
ば
こ
は
絶
対
や
め
ま
し
よ
う

▽
火
気
を
使
用
す
る
場
合
は

カ
ー
テ
ン
な
ど
燃
え
や
す
い
も

の
の
近
く
、
出
入
り
口
の
通
路

に
お
か
な
い
よ
う
に
し
よ
う

▽
火
器
の
不
良
個
所
、
破
損

個
所
の
早
期
発
見
と
早
期
修
理

を
行
な
い
ま
し
よ
う
 

▽
燃
焼
中
、
残
炎
中
の
給
油

持
ち
は
こ
び
は
や
め
ま
し
よ
う

▽
老
人
、
子
供
、
病
人
な
ど

ひ
と
り
留
守
居
は
で
き
る
だ
け

さ
け
、
や
む
を
得
な
い
場
合
は

介
添
人
、
ま
た
は
近
所
の
家
と

の
連
絡
を
密
に
し
、
避
難
し
や

す
い
一
階
に
寝
か
せ
る
よ
う
に

し
ま
し
よ
う
 

ば
困
り
ま
す
。
善
処
を
お
願
い
 
 

▽
実
施
期
間
 

昭
和
四
十
七
年
十
月
十
一
日
 

か
ら
昭
和
四
十
八
年
一
月
三
十
 

一
日
（
水
）ま
で
 

▽
資
金
の
使
途
 

運
転
資
金
 

▽
保
証
金
額
 

一
企
業
に
つ
き
個
人
、
法
人
 

五
、
（×
）
〇
千
円以
内
 

組
合
一
五
、
〇
〇
〇
千
円
以
 

内
 た

だ
し
、
組
合
が
組
合
員
に
 

転
貸
す
る
場
合

は
一
組
合
員
 

五
、
〇
〇
〇
千
円
以
内
と
し
、
 

そ
の
限
度
額
五
〇
、
〇
〇
〇
千
 

円
以
内
と
す
る
。
 

▽
保
証
期
間
 

六
カ
月
以
内
 

▽
保
証
形
成
 

手
形
貸
付
、
証
書
貸
付
お
ょ
 

び
手
形
割
引
の
保
証
 

▽
償
還
方
法
 

製
智
m馴
極
葛
）
 

一
 

一
 

一
括
払
い
 

▽
利
息
、
保
証
料
 

利
息
 
取
扱
金
融
機
関
の
所
 

定
利
率
 

保
証
料
 
年
率
一
・
四
「
軒
 

▽
保
証
人
、
担
保
 

保
証
人
は
ひ
と

り
以
上
と
 

し
、
必
要
に
応
じ
て
担
保
を
徴
 

し
ま
す
。
 

▽
受
付
場
所
 

取
扱
金
融
機
関
、
県
信
用
保
 

証
協
会
本
、
支
所
 

な
お
詳
し
く
は
市
商
工
観
光
 

課
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
 

．
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、、
、
、
、
、
、
、
、
、
、‘
 

旧
市
内
ゴ
ミ

収
 

集
 
週

2
 回
 
に
 

(1
1月
ー
日
か
ら
実
施
）
 

◇
月
、
木
曜
日
 
上
平
井
町

中
平
井
町
、
平
井
町
、

下
平

井
町
、
十
川
町
、
新
宮
団
地
、
 

さ
つ
き
町
、
尻
無
の
一
部
、
旭

町
、
敷
島
町
、
東
雲
町
、
ひ
な

た
町
、
大
町
 

◇
火
、
金
曜
日
 
本
町
、
弥

生
町
、
田
園
調
布
、
松
島
団
地

鎌
谷
町
、
新
町
、

栄
町
、
田

町
、
湊
団
地
、
さ
か
え
保
育
所

裏
田
町
 

◇
水
、
土
曜
日
 
新
宮
町
、
 

末
広
町
、
錦
町
、
幾
島
町
、
柏

原
町
、
柳
町
第
一
第
二
、
成
田

町
、
小
曲
地
区
、
川
端
町
、
寺

町
、
岩
木
町
、
平
和
町
、
元
町

布
屋
町
、
東
町
 

一
 

一
 

一
 

秋の火災予防運動 

‘・ 	 11月L3O日まで実施 

「
，

I

、

j

、

J
 

藤
鰯
一
 

「魂
“
 

!
!
 

三
！
 

●
！
【
 

し
ま
す
。
 

△
一
市
民
▽
 
の
自
転
車
置
場
も
検
討
し
て
お
 

A
お
こ
た
え
▽
 

り
ま
す
。
場
所
に
つ
い
て
は
、
 

現
在
、
庁
舎
と
お
祭
り
広
場
 
庁
舎
の
北
側
か
、
市
民
文
化
会
 

へ
お
た
ず
ね
V
 

の
中
間
に
来
庁
者
用
の
自
転
車
 
館
側
に
な
る
予
定
で
す
の
で
、
 

こ
れ
か
ら
雨
 
置
場
を
設
け
て
お
り
ま
す
が
、
 
い
ま
し
ば
ら
く
お
待
ち
願
い
ま

や
雪
が
降
り
続
 
屋
根
が
な
い
の
で
非
常
に
不
便
 
す
。
 

D
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き
ま
す
が
、
市
 

を
か
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て
い
る
こ
と
と
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い
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の
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行
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も
屋
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前
庭
の
整
備
も
一
応
終
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ま
 
返
事
を
さ
し
あ
げ
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の
に
困
っ
 
＼
 

一
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自
転
車
置
場
が
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の
で
、
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に
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備
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の
詰
 
て
お
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ま
す
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夫人芳子さん 

文
化
褒
賞
 

昭
和
二
十
九
年
に
市
制
を
施

行
t
て
か
ら
十
八
年
の
歳
月
が

経
ち
ま
し
た
が
、
五
所
川
原
市

も
め
ま
ぐ

る
し

い
時
代
の

変

革
に
対

応
し

な
が
ら

西
北
五
 

ゆ
る
障
害
を
克
服
し
な
が
ら
市

の
文
化
の
振
興
、
発
展
、
福
祉

の
増
進
に
大
き
な
功
績
が
あ
っ

た
方
々
を
顕
彰
し
、
そ
の
労
苦

に
い
さ
さ
か
な
り
と
も
報
い
ょ
 

き
決
定
い
た
し
ま
し
た
。
 

文
化
ほ
う
賞
、
市
ほ
う
賞
が

贈
ら
れ
る
方
は
、
市
民
の
模
範

と
し
て
ま
こ
と
に
ふ
さ
わ
し
い

立
派
な
方
々
で
あ
り
ま
す
。
ま
 

地
域
の
中
心
都

市
に
ふ
さ
わ
し

い
成
長
を
遂
げ

て
き
ま
し
た
。
 

こ
の
発
展
は
 

表
彰
に

あ
た
っ
て
 

市
 
長
 

佐
々
木
栄
造
 

た
ほ
う
賞
を
受

け
ら
れ
る
方
々

に
陰
な
が
ら
尽

し
て
こ
ら
れ
た

奥
さ
ま
方
に
は
 

ひ
と
え
に
五
万
市
民
の
努
力
に

よ
る
も
の
で
常
日
頃
深
く
感
謝

申
し
あ
げ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。
 

こ
う
し
た
社
会
の
激
し
い
移

り
変
り
の
中
に
お
い
て
、
あ
ら
 

う
と

「
五
所
川
原
市
表
彰
規
則
 

」
を
作
り
、
今
年
は
、
そ
の
第

一
回
の
表
彰
で
あ
り
ま
す
。
 

表
彰
者
の
選
考
に
あ
た
っ
て

は
、
表
彰
推
せ
ん
委
員
会
に
は

か
り
、
慎
重
に
ご
審
議
い
た
だ
 

内
助
功
労
章
を
贈
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
 

表
彰
者
に
対
し
ま
し
て
は
市

民
と
と
も
に
心
か
ら
お
祝
い
を

申
し
あ
げ
ま
す
。
 

増
 
田
 
桓
 

一
氏
（
六
三
）
 

市
内
新
町
四
二
番
地
 

昭
和
十
九
年
、
増
田
病
院
長
に
就
任
以
来
、
 不
治
の
病

と
い
わ
れ

た
風
土
病
ク
シ
ビ
・
ガ
 ッ
チ
ャ
キ
4
を
研
究
、

究
明
し
、
 独
自
の
治

療
法
を
開
発
し
て
風
土
病
の
病
禍

か
ら
多
く
の

人
々
を
救

い
ま
し

た
。
学
界
は
も
ち
ろ
ん
、
当
地
方
の
保
健
衛
生
思
想
の
向

上
に
大
き

な
功
績
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
ま
た
日
本

国
際
連
合
協
会
設
立
と

と
も

に
そ
の
主
旨
に
い
ち
は
や
く
賛
同
さ
れ
、

昭
和
二
十
ニ
年
か
ら

五
所

川
原
支
部
長
と
な
っ
て
、
国
際
理
解
と

平
和
精
神
の
普
及
、

実
践
に

努
め
今
日
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。
 

さ
ら
に
北
五
医
師
会
長
、

市
体
育
協
会
長
、

市
文
化
振
興
会
議
会

長
、
市
社
会
福
祉
協
議
会
長
や
各
種
審
議
会
委

員
を
歴
任
し
、

本
業

の
医
療
は
も
と
よ
り
文
化
、
体
育
、
社
会
奉
仕
活
動
に
長
年
に

わ
た

っ
て
尽
力
し
て
い
ま
す
。
 

内

助
功

労
章
 

夫
人
 
ュ

イ
さ
ん
 

昭
和
十
一
年
、
増
田
氏
と
結
婚
以
来
、
陰
に
陽
に

謙
虚
に

夫
と
共
 

に
歩
ん
で
、
内
助
の
功
を
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。
 

、
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伊
 
藤
 

正
 
規

氏
（
六

〇

）
 

東
京
都
練
馬
区
豊
玉
北
四
丁
目
二
五
番
地

市
内
梅
田
出
身
で
画
家
、
光
風
会

々
員
。

昭
和
十
七
年

東
京
美
術

学
校
（
現
芸
大
）
を
卒
業
し
、
画
家
と
し
て
の
一
歩
を
踏
み
出
し

ま

し
た
。
氏
の
作
風
は
独
特
の
持
味
が
あ
っ
て
、
デ

ッ
サ
ン
の
確

か
さ

は
定
評
が
あ
り
ま
す
。
昭
和
四
十
五
年
の
日
展
出
品
作
品
 
「
窓
」
が

そ
の
最
高
栄
誉
で
あ
る
特
選
に
輝
き
、

デ

ッ
サ
ン
の
す
ば
ら
し

さ
、
 

色
彩
の
濃
淡
に
よ
る
遠
近
の
新
表
現
は
新
し
い
画

の
領
域
を
拓

い
た

も
の
と
し
て
全
国
的
に
絶
讃
を
う
け
ま
し
た
。
大
作
を
画
く
場

合
、
 

必
ず
梅
田
に
帰
り
思
索
し
筆
を
執
る
と
い
う
、
題
材
を
故
郷
の
美
し

さ
に
求
め
絵
を
と
お
し
て
故
郷
の
美
し
さ
を
多

く
の
人
々
に
紹
介
し

て
き
ま
し
た
。
依
頼
を
う
け
て
市
内
の
学
校
の
校
章
の
制
作

に
当
る

な
ど
秀
れ
た
作
品
は
感
銘
を
与
え
て
い
ま
す
。
 

内

助
功
労
章
 

夫
人
 

芳
子
さ
ん
 

夫
君
と
共
に
画
家
で
あ
り
、
画
家
と
し
て
の
助
言
は
も
と
よ

り
、
 

家
庭
に
あ
っ
て
は
一
般
婦
人
と
変
り

な
く
務
め
、
夫
君
の
郷
里
へ
の

理
解
と
愛
着
を
深

め
て
い
ぜ
す
o
 

夫人ェイさん 	 増田桓一氏 

一
 市
 
褒
 

賞
 
一
 

」」
ロんJ
旦
丁
「
ユ
ヘ
ン
舜
也
ー
ーコ
プ
 

外
 
崎
 
千
代
吉
丙
べ
七
五
）
 

、戒
屍
、
も
郵
」
駈報

」
‘、

ー
？
、‘
?
 

市
で
は
、
四
十
七
年
度
か
ら
 

「
文
化
の
振
興
、
発
展
に
功
績

が
あ
り
」
 
「
公共
福
祉
の
増
進

に
業
績
を
残
し
」
 
「徳
行
の
秀
 

Q
 

れ
た
」
市
民
を
顕
彰
す
る
こ
と

に
な
り
、
さ
る
九
月
三
十
日
か

ら
施
行
し
た
表
彰
規
則
で

「
文

化
褒
賞
」
 
「
市褒
賞
」
を
制
定

し
ま
し
た
。
 

そ
の
第
一
回

「
文
化
褒
賞
」
 

に
は
、
風
土
病
と
と
り
く
み
文

化
、
体
育
の
振
興
に

つ
く
し
た

増
田
桓
一
氏
、
画
壇
に
新
風
を

お
く
る
伊
藤
正
規
氏
、
ま
た
「
 

市
褒
賞
」
に
は
、
初
代
市
長
を

つ
と
め
、
地
方
自
治
に
つ
く
し

た
外
崎
千
代
吉
氏
、
長
年
消
防

活
動
に
従
事
し
た
荒
谷
勝
太
郎

氏
、
さ
ら
に
満
百
歳
と
い
う
長

寿
を
全
う
し
て
い
る
真
藤
ひ
て

さ
ん
の
五
人
が
決
ま
り
十
一
月

三
日

「
文
化
の
日
」
に
授
賞
式

が
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。
 

ま
た
「
文
化
褒
賞
」
と
「
市

ほ
う
賞
」
を
受
賞
し
た
配
偶
者

に
対
し
て
は
、
そ
の
内
助
の
功

に
報
い
る
た
め
「
内
助
功
労
章
 

」
を
贈
っ
て
、
長
年
に
わ
た
る

内
助
を
た
た
え
ま
す
。
 

る
 

ま
 

き
」
 

一
者
 

尚
貝
 

受
 

の
 

尚
貝
 11月 3日に授賞式 

r
 

'
 

市
で
ば
、
四
十
七
年
度
か
ら
 

「
文
化
の
振
興
、
発
展
に
功
績
 

が
あ
り
」
 
「
公共
福
祉
の
増
進
 

④
 

れ
た
」
市
民
を
顕
彰
す
る
こ
と
 

に
業
績
を
残
し
」
 
「
徳
行
の
秀
 

に
な
り
、
さ
る
九
月
三
十
日
か
 

昭
和
二
十
九
年
に
市
制
を
施

行
し
て
か
ら
十
八
年
の
歳
月
が

経
ち
ま
し
た
が
、
五
所
川
原
市

も
め
ま
ぐ

る
し

い
時
代
の

変

革
に
対

応
し

な
が
ら

西
北
五
 

ゆ
る
障
害
を
克
服
し
な
が
ら
市

の
文
化
の
振
興
、
発
展
、
福
祉

の
増
進
に
大
き
な
功
績
が
あ
っ

た
方
々
を
顕
彰
し
、
そ
の
労
苦

に
い
さ
さ
か
な
り
と
も
報
い
ょ
 

き
決
定
い
た
し
ま
し
た
。
 

文
化
ほ
う
賞
、
市
ほ
う
賞
が

贈
ら
れ
る
方
は
、
市
民
の
模
範

と
し
て
ま
こ
と
に
ふ
さ
わ
し
い

立
派
な
方
々
で
あ
り
ま
す
。
ま
 

ら
施
行
し
た
表
彰
規
則
で

「
文
 

化
褒
賞
」
 
「
市褒
賞
」
を
制
定
 

し
ま
し
た
。
 

に
は
、
風
土
病
と
と
り
く
み
文
 

そ
の
第
一
回

「
文
化
褒
賞
」
 

地
域
の
中
心
都

市
に
ふ
さ
わ
し

い
成
長
を
遂
げ

て
き
ま
し
た
。
 

こ
の
発
展
は
 

表
彰
に

あ
た
っ
て
 

市
 
長
 

佐
々
木
栄
造
 

た
ほ
う
賞
を
受

け
ら
れ
る
方
々

に
陰
な
が
ら
尽

し
て
こ
ら
れ
た

奥
さ
ま
方
に
は
 

市
褒
賞
」
に
は
、
初
代
市
長
を
 

増
田
桓
一
氏
、
画
壇
に
新
風
を
 

化
、
体
育
の
振
興
に

つ
く
し
た
 

た
外
崎
千
代
吉
氏
、
長
年
消
防
 

お
く
る
伊
藤
正
規
氏
、
ま
た
「
 

つ
と
め
、
地
方
自
治
に
つ
く
し
 

ひ
と
え
に
五
万
市
民
の
努
力
に

よ
る
も
の
で
常
日
頃
深
く
感
謝

申
し
あ
げ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。
 

こ
う
し
た
社
会
の
激
し
い
移

り
変
り
の
中
に
お
い
て
、
あ
ら
 

う
と
「
五
所
川
原
市
表
彰
規
則
 

」
を
作
り
、
今
年
は
、
そ
の
第

一
回
の
表
彰
で
あ
り
ま
す
。
 

表
彰
者
の
選
考
に
あ
た
っ
て

は
、
表
彰
推
せ
ん
委
員
会
に
は

か
り
、
慎
重
に
ご
審
議
い
た
だ
 

内
助
功
労
章
を
贈
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
 

表
彰
者
に
対
し
ま
し
て
は
市

民
と
と
も
に
心
か
ら
お
祝
い
を

申
し
あ
げ
ま
す
。
 

活
動
に
従
事
し
た
荒
谷
勝
太
郎
 

氏
、
さ
ら
に
満
百
歳
と
い
う
長
 

が
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。
 

」
を
贈
っ
て
、
長
年
に
わ
た
る
 

内
助
を
た
た
え
ま
す
。
 

寿
を
全
う
し
て
い
る
真
藤
ひ
て
 

さ
ん
の
五
人
が
決
ま
り
十
一
月
 

三
日
「
文
化
の
日
」
 
に
授
賞
式
 

ほ
う
賞
」
を
受
賞
し
た
配
偶
者
 

に
対
し
て
は
、
そ
の
内
助
の
功

に
報
い
る
た
め
「
内
助
功
労
章
 

ま
た
「
文
化
褒
賞
」
と
「
市
 

11月 3日に授賞式 
一
 

'
 

文
化
褒
賞
 

伊藤正規氏 	 夫人ェイさん 	 増田桓一氏 夫人芳子さん 

伊
 
藤
 

正
 
規
氏
（
六

〇

）
 

東
京
都
練
馬
区
豊
玉
北
四
丁
目
二
五
番
地

市
内
梅
田
出
身
で
画
家
、
光
風
会

々
員
。

昭
和
十
七
年
東
京
美
術

学
校
（
現
芸
大
）
を
卒
業
し
、
画
家
と
し
て
の
一
歩
を
踏
み

出
し
ま

し
た
。
氏
の
作
風
は
独
特
の
持
味
が
あ
っ
て
、
デ

ッ
サ
ン
の
確
か
さ

は
定
評
が
あ
り
ま
す
。
昭
和
四
十
五
年
の
日
展
出
品
作
品
 
「
窓
」
が

そ
の
最
高
栄
誉
で
あ
る
特
選
に
輝
き
、

デ

ッ
サ
ン
の
す
ば
ら
し
さ
、
 

色
彩
の
濃
淡
に
よ
る
遠
近
の
新
表
現
は
新
し
い
画

の
領
域
を
拓
い
た

も
の
と
し
て
全
国
的
に
絶
讃
を
う
け
ま
し
た
。
大
作
を
画
く
場
合
、
 

必
ず
梅
田
に
帰
り
思
索
し
筆
を
執
る
と
い
う
、

題
材
を
故
郷
の
美
し

さ
に
求
め
絵
を
と
お
し
て
故
郷
の
美
し
さ
を
多
く
の

人
々
に
紹
介
し

て
き
ま
し
た
。
依
頼
を
う
け
て
市
内
の
学
校
の
校
章
の
制
作

に
当
る

な
ど
秀
れ
た
作
品
は
感
銘
を
与
え
て
い
ま
す
。
 

内

助
功
労
章
 

夫
人
 

芳
子
さ

ん
 

夫
君
と
共
に
画
家
で
あ
り
、
画
家
と
し
て
の
助
言
は
も
と
よ
り
、
 

家
庭
に
あ
っ
て
は
一
般
婦
人
と

変
り
な
く
務
め
、
夫
君
の
郷
里
へ
の

理
解
と
愛
着
を
深
め
て
い
r
t
 

増
 
田
 

桓
 

一
氏

（
六
三
）
 

市
内
新
町
四
二
番
地
 

昭
和
十
九
年
、
増
田
病
院
長
に
就
任
以
来
、
 不
治
の
病
と
い
わ
れ

た
風
土
病
ク
シ
ビ
・
ガ
ッ
チ
ャ
キ
4
を
研
究
、

究
明
し
、
 独
自
の
治

療
法
を
開
発
し
て
風
土
病
の

病
禍
か
ら
多
く
の
人

々
を
救
い
ま
し

た
。
学
界
は
も
ち
ろ
ん
、
当
地
方
の
保
健
衛
生
思
想
の
向
上
に
大
き

な
功
績
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
ま
た
日

本
国
際
連
合
協
会
設
立

と
と
も

に
そ
の
主
旨
に
い
ち
は
や
く
賛
同
さ
れ
、
 昭
和
二
十
ニ
年
か
ら

五
所

川
原
支
部
長
と
な
っ
て
、
国
際
理
解
と
平
和
精
神
の

普
及
、

実
践
に

努
め
今
日
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。
 

さ
ら
に
北
五
医
師
会
長
、

市
体
育
協
会
長
、

市
文
化
振
興
会
議
会

長
、
市
社
会
福
祉
協
議
会
長
や
各
種
審
議
会
委

員
を
歴
任
し
、
本
業

の
医
療
は
も
と
よ
り
文
化
、
体
育
、
社
会
奉
仕
活
動
に
長
年
に

わ
た

っ
て
尽
力
し
て
い
ま
す
。
 

内

助
功

労
章
 

夫
人
 
ェ

イ
さ
ん
 

昭
和
十
一
年
、
増
田
氏
と
結
婚
以
来
、
陰
に
陽
に

謙
虚
に

夫
と
共
 

に
歩
ん
で
、
内
助
の
功
を
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。
 

一
 市
 

褒
 

賞
 
一
 

外
 
崎
 

千
代
吉
丙
（
七
五
）
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表
 
彰
推
 
せ
 
ん
 

委
員

会
委
員
 

会
 
長
 

村
 
上
 
純
 
一

副
会
長
 
角
 

田
 
昭
 
三

委
 
員
 
秋

田
長
兵
衛
、
平

山
金
三
郎
、
石
岡
義
雄
、
阿
部

芳
五
郎
、
江
渡
セ
ッ
、
坂
本
庸

一
、
小
野
雄
蔵
、
小
栗
山
作
太
 

白
ハ
 

（
順
不
同
、
敬
称
略
）
 

二文化褒賞二●二市褒 

r
 

夫人ミセさん 	 荒谷勝太郎氏 夫人いとさん 	 外崎千代吉氏 

昭
和
十
年
県
議
会
議
員
に
当
選
、
 
一
時
新
聞
社
経
営
に

当
た
る
な

ど
、
言
論
界
一
方
の
雄
と
l
J
 
 

嘘
し
た
こ
と
も
あ
る
が
、
沼
和

一
一十

ニ
年
衆
議
院
議
員
に
立
候
補
、
 
数
多
く
の

候
補
者
の
中
に
あ
っ
て

青
森
県
二
区
か
ら
見
事
当
選
し
津
軽
の
た
め
万
丈

の
気
を
吐

い
た
。
 

町
村
合
併
で

誕
生
し

た
市
の

初
代
市
長
と
な
り
、

昭
和
三
十
二
年

に
開
催
し
た
ク
平
和
産
業
博
覧
会
4

で
は
、
学
校
敷
地
、

住
宅
団
地

敷
地
と
し
て
買
収
し
た
約
二
万
坪
を
会
場
に
充
て
、
全
国
的
な
注
目

を
集
め
各
方
面

か
ら
賞
讃
を
浴
び
、
五
十
二
日
間
開
催
さ
れ
た

こ
と

は
長
く
市
政
史
上
に
残
る
業
績
で
す
。

在
任
中
か
ら
市
の
遺
族
連
合

会
長
と
し
て
市
内
一
千
人
遺
族
の
た
め
会
の
発

展
と
充
実
に

つ
と
め

ま
し
た
。
長
年
の
地
方
自
治
功
労
者
と
し
て
勲
四
等
瑞
宝
章
を
う
け

て
い
ま
す
。
 

内
助
功
労
章
 

夫
人
 
い
と

さ

ん
 

夫
君
が
政
治
の
た
め
家
庭
に
不
在
が
ち
の
た
め
、
 い
っ
さ
い
は
夫

人
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
、
五
十
年
間
に
わ
た
る
血
の
に
じ

む
努
力
が
あ
 

り
ま
し
た
。
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荒
 

谷
 
勝

太
郎
氏
（
七
四
）
 

市
内
中
平
井
町
八
五
番
地
 

町
村
合
併
に
よ
る
新
消
防
団
の
組
織
固
め
と
強

化
に
貢
献
し

ま
し

た
。
昭
和
十
九
年
、
二
十
一
年
の
大
火
に
際
し
て
は
的
確
な
指
導
と

消
火
で
避
難
救
助
活
動
に
全
力
を
あ
げ
、
ひ
と
り
の
死

者
も
な
く
鎮

火
に
成
功
し
た
の
は
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

昭
和
二
十
六
年
、
五
所
川
原
町
町
議
に
選
任
さ

れ
る
と
、
 と
く
に

消
防
行
政
の
充
実
に
努
め
、
消
防
施
設
の
強
化
促
進
に

尽
力
し
た
功

績
で
、
三
十
四
年
二
月
県
ほ
う
賞
を
贈
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

四
十
二
年
、
市
消
防
審
議
会
が
設
置
さ
れ
る
に
あ

た
り
初
代
会

長

に
選
ば
れ
、
老
令
に
か
か
わ
ら
ず
日
夜
、
市
消
防
行

政
の
充

実
強
化

に
尽
さ
れ
、
現
在
な
お
ク
カ
ク
シ
 ヤ
ク
ク
と
卒
先
し
て
活
躍
し
て
お

り
市
民
か
ら
称
賛
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
 

内
助
功
労
章
 

夫
人
 
ミ

七
さ
ん
 

消
防
団
長
の
要
職
に
あ
っ
た
夫
君
を
助
け
、

励
ま
し
火
災
発
生
の

報
を
受
け
る
や
長
靴
、
刺
子
、
 ト
ビ
ロ
、
高
張
ち
よ
う
ち
ん
を
手
際

よ
く
手
渡
し
、
夫
を
火
災
現
場
に

送
り
出
し
た
内
助

の
功
は
は
か
り

知
れ
な
い
。
 

⑤
 

（ことしの「敬老の日」に写す） 

真

藤
 
ひ
て

さ
ん
（
一

〇
〇
）
 

市
内
羽
野
木
沢
字
隈
無
二
四
番
地

ひ
て
さ
ん
は
、
明
治
五
年
五
月
二
十
五
日
、
旧

飯
詰
村
の
神
官
松
野
伝
（
つ
た
え
）
さ
ん
と
つ
ね

夫
人
の
間
に
生
ま
れ
、
こ
と
し
五
月
二
十
五
日
満

百
歳
の
長
寿
を
全
う
さ
れ
、
人
生
に
大
き
な
夢
と

希
望
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
 

長
寿
者
と
し
て
敬
老
の
日
に
田
中
総
理
大
臣
か

ら
顕
彰
状
と
銀
杯
を
う
け
、
県
知
事
、
県
社
協
、
 

市
長
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
が
、
い
ま
で
も
居
間

で
テ
レ
ビ
や
新
聞
を
見
て
社
会
批
判
を
ブ
ッ
元
気

さ
で
す
。
こ
れ
ま
で
、
部
落
の
子
女
が
満
足
な
教

育
を
う
け
て
い
な
い
の
に
も
心
を
痛
め
、
自
宅
に

裁
縫
塾
を
設
け
作
法
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
な
ど
、
 

子
女
教
育
に
も
尽
力
し
て
き
ま
し
た
。
 

村
民
の
尊
敬
と
信
望
を
集
め
、
多
く
の
お
と
し

よ
り
に
ク
老
後
4

の
自
信
を
与
え
ま
し
た
。
 

市
表
彰
規
則
 

ク
文
化
ほ
う
賞
4

ク
市
ほ
う

賞
4

は
、
さ
る
九
月
三
十
日
施

行
し
た

「
市
表
彰
規
則
」
で
、
 

市
長
が
委
嘱
し
た
委
員
（
十
人
 

）
か
ら
な
る
「
市
表
彰
推
せ
ん

委
員
会
」
に
は
か
っ
て
市
長
が

決
め
ま
す
。
 

表
彰
の
範
囲
は
①
芸
術
、
学

術
、
教
育
お
よ
び
体
育
な
ど
の

振
興
、
発
展
②
市
政
の
進
展
③

産
業
経
済
の
発
展
な
ど
に
著
し

く
功
績
が
あ
り
、
ま
た
、
④
徳

行
が
と
く
に
秀
れ
た
市
民
な
ど

に
与
え
ら
れ
ま
す
。
 

ま
た
表
彰
を
う
け
た
も
の
の

配
偶
者
で
、
内
助
の
功
が
顕
著

な
も
の
に
対
し
て
は
ク
内
助
功

労
章
4

を
贈
り
ま
す
。
 

表
 
彰
推
 
せ
 
ん
 

委
員

会
委
員
 

会
 
長
 

村
 
上
 
純
 
一

副
会
長
 
角
 

田
 
昭
 
三

委
 
員
 
秋

田
長
兵
衛
、
平

山
金
三
郎
、
石
岡
義
雄
、
阿
部

芳
五
郎
、
江
渡
セ
ッ
、
坂
本
庸

一
、
小
野
雄
蔵
、
小
栗
山
作
太
 

白
ハ
 

（
順
不
同
、
敬
称
略
）
 

二文化褒賞二●二市褒 

r
 

夫人ミセさん 	 荒谷勝太郎氏 夫人いとさん 	 外崎千代吉氏 

昭
和
十
年
県
議
会
議
員
に
当
選
、
 
一
時
新
聞
社
経
営
に

当
た
る
な

ど
、
言
論
界
一
方
の
雄
と
l
J
 
 

嘘
し
た
こ
と
も
あ
る
が
、
沼
和

一
一十

ニ
年
衆
議
院
議
員
に
立
候
補
、
 
数
多
く
の

候
補
者
の
中
に
あ
っ
て

青
森
県
二
区
か
ら
見
事
当
選
し
津
軽
の
た
め
万
丈

の
気
を
吐

い
た
。
 

町
村
合
併
で

誕
生
し

た
市
の

初
代
市
長
と
な
り
、

昭
和
三
十
二
年

に
開
催
し
た
ク
平
和
産
業
博
覧
会
4

で
は
、
学
校
敷
地
、

住
宅
団
地

敷
地
と
し
て
買
収
し
た
約
二
万
坪
を
会
場
に
充
て
、
全
国
的
な
注
目

を
集
め
各
方
面

か
ら
賞
讃
を
浴
び
、
五
十
二
日
間
開
催
さ
れ
た

こ
と

は
長
く
市
政
史
上
に
残
る
業
績
で
す
。

在
任
中
か
ら
市
の
遺
族
連
合

会
長
と
し
て
市
内
一
千
人
遺
族
の
た
め
会
の
発

展
と
充
実
に

つ
と
め

ま
し
た
。
長
年
の
地
方
自
治
功
労
者
と
し
て
勲
四
等
瑞
宝
章
を
う
け

て
い
ま
す
。
 

内
助
功
労
章
 

夫
人
 
い
と

さ

ん
 

夫
君
が
政
治
の
た
め
家
庭
に
不
在
が
ち
の
た
め
、
 い
っ
さ
い
は
夫

人
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
、
五
十
年
間
に
わ
た
る
血
の
に
じ

む
努
力
が
あ
 

り
ま
し
た
。
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荒
 

谷
 
勝

太
郎
氏
（
七
四
）
 

市
内
中
平
井
町
八
五
番
地
 

町
村
合
併
に
よ
る
新
消
防
団
の
組
織
固
め
と
強

化
に
貢
献
し

ま
し

た
。
昭
和
十
九
年
、
二
十
一
年
の
大
火
に
際
し
て
は
的
確
な
指
導
と

消
火
で
避
難
救
助
活
動
に
全
力
を
あ
げ
、
ひ
と
り
の
死

者
も
な
く
鎮

火
に
成
功
し
た
の
は
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

昭
和
二
十
六
年
、
五
所
川
原
町
町
議
に
選
任
さ

れ
る
と
、
 と
く
に

消
防
行
政
の
充
実
に
努
め
、
消
防
施
設
の
強
化
促
進
に

尽
力
し
た
功

績
で
、
三
十
四
年
二
月
県
ほ
う
賞
を
贈
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

四
十
二
年
、
市
消
防
審
議
会
が
設
置
さ
れ
る
に
あ

た
り
初
代
会

長

に
選
ば
れ
、
老
令
に
か
か
わ
ら
ず
日
夜
、
市
消
防
行

政
の
充

実
強
化

に
尽
さ
れ
、
現
在
な
お
ク
カ
ク
シ
 ヤ
ク
ク
と
卒
先
し
て
活
躍
し
て
お

り
市
民
か
ら
称
賛
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
 

内
助
功
労
章
 

夫
人
 
ミ

七
さ
ん
 

消
防
団
長
の
要
職
に
あ
っ
た
夫
君
を
助
け
、

励
ま
し
火
災
発
生
の

報
を
受
け
る
や
長
靴
、
刺
子
、
 ト
ビ
ロ
、
高
張
ち
よ
う
ち
ん
を
手
際

よ
く
手
渡
し
、
夫
を
火
災
現
場
に

送
り
出
し
た
内
助

の
功
は
は
か
り

知
れ
な
い
。
 

⑤
 

（ことしの「敬老の日」に写す） 

真

藤
 
ひ
て

さ
ん
（
一

〇
〇
）
 

市
内
羽
野
木
沢
字
隈
無
二
四
番
地

ひ
て
さ
ん
は
、
明
治
五
年
五
月
二
十
五
日
、
旧

飯
詰
村
の
神
官
松
野
伝
（
つ
た
え
）
さ
ん
と
つ
ね

夫
人
の
間
に
生
ま
れ
、
こ
と
し
五
月
二
十
五
日
満

百
歳
の
長
寿
を
全
う
さ
れ
、
人
生
に
大
き
な
夢
と

希
望
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
 

長
寿
者
と
し
て
敬
老
の
日
に
田
中
総
理
大
臣
か

ら
顕
彰
状
と
銀
杯
を
う
け
、
県
知
事
、
県
社
協
、
 

市
長
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
が
、
い
ま
で
も
居
間

で
テ
レ
ビ
や
新
聞
を
見
て
社
会
批
判
を
ブ
ッ
元
気

さ
で
す
。
こ
れ
ま
で
、
部
落
の
子
女
が
満
足
な
教

育
を
う
け
て
い
な
い
の
に
も
心
を
痛
め
、
自
宅
に

裁
縫
塾
を
設
け
作
法
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
な
ど
、
 

子
女
教
育
に
も
尽
力
し
て
き
ま
し
た
。
 

村
民
の
尊
敬
と
信
望
を
集
め
、
多
く
の
お
と
し

よ
り
に
ク
老
後
4

の
自
信
を
与
え
ま
し
た
。
 

市
表
彰
規
則
 

ク
文
化
ほ
う
賞
4

ク
市
ほ
う

賞
4

は
、
さ
る
九
月
三
十
日
施

行
し
た

「
市
表
彰
規
則
」
で
、
 

市
長
が
委
嘱
し
た
委
員
（
十
人
 

）
か
ら
な
る
「
市
表
彰
推
せ
ん

委
員
会
」
に
は
か
っ
て
市
長
が

決
め
ま
す
。
 

表
彰
の
範
囲
は
①
芸
術
、
学

術
、
教
育
お
よ
び
体
育
な
ど
の

振
興
、
発
展
②
市
政
の
進
展
③

産
業
経
済
の
発
展
な
ど
に
著
し

く
功
績
が
あ
り
、
ま
た
、
④
徳

行
が
と
く
に
秀
れ
た
市
民
な
ど

に
与
え
ら
れ
ま
す
。
 

ま
た
表
彰
を
う
け
た
も
の
の

配
偶
者
で
、
内
助
の
功
が
顕
著

な
も
の
に
対
し
て
は
ク
内
助
功

労
章
4

を
贈
り
ま
す
。
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1
1月
ー
日
ー
1
2月
2
8日
 

⑥
 
市

税
完
納
強
調
期
間
 

完
納
で
新
し
い
年
を
 

市
で
は
十
一
月
一
日
か
ら
十
 

固
定
資
産
税

（
第
四
期
）
十

二
月
二
十
八
日
ま
で
を
「
市
税
 

一
月
三
十
日
 

完
納
強
調
期
間
」
に
定
め
て
お
 
保

険
税

（
第
三
期
）
十
一
月

り
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
ご
協
力
 

三
十
日
 

を
お
願
い
し
ま
す
。
 

市
県
民
税

（
第
四
期
）
十
一
一

お
手
も
と
の
納
税
通
知
書
を
 

月
二
十
八
日
 

い
ま
一
度
た
し
か
め
、
十
二
月
 
保

険
税

（
第
四
期
）
十
二
月

二
十
八
日
ま
で
に
は
、
す
べ
て
 
二
十

八
日
 

の
税
金
を
完
納
し
て
、
明
る
い
 
▽

ま
だ
納
税
貯
蓄
組
合
に
入
 

年
を
迎
え
ま
し
よ
う
。
 

っ
て
い
な
い
方
へ
 

▽
こ
れ
か
ら
の
市
税
納
期
限
は
 

市
の
納
税
貯
蓄
組
合
は
、
現
 

1
1
納
税
者
の
声
を
 

一
 

一
 

聞
く
旬
間

ー
 
」
 

十
一
月
一
日
か
ら
十
日
ま
で

は

「
納
税
者
の
声
を
聞
く
旬
間
 

」
と
し
て
、
国
税
庁
、
国
税
局

を
は
じ
め
全
国
の
税
務
署
で
い

ろ
い
ろ
な
行
事
を

行
な
．い
ま

す
。
 

こ
の
旬
間
は
、
納
税
者
の
か

た
が
た
か
ら
、
税
金
に
対
す
る

苦
情
や
要
望
、
税
務
職
員
の
応

待
な
ど
に
つ
い
て
の
ご
意
見
を
 

一
 

一
  
奥
さ
ま
方
へ
 
一
 

五
所
川
原
市
の
国
民
年
金
事

業
も
着
々
成
果
を
あ
げ
、
市
民

の
生
活
に
ゆ
る
ぎ
な
く
定
着
し

つ
つ
あ
り
ま
す
。
 

い
っ
せ
い
に
 「
 

国
民
年
金
普
及

推
進
月
間
」
と

定
め
任
意
加
入

を
す
す
め
て
い

ま
す
。
 

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
は

将
来
、
ご
主
人
が
加
入
し
て
お

ら
れ
る
年
金
制
度
に
頼
る
こ
と

が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
、
奥

さ
ん
自
身
を
保
障
す
る
独
自
の

公
的
年
金
制
度
が
な
く
、
国
民

皆
年
金
の
現
在
に
あ
っ
て
も
、
 

く
ノ、
ノ、
ノ、ー
、

く
，

く
く
ノ

、

う
ー

ノ
 
 

お
聞
き
し
て
、
今
後
の
税
制
や

税
務
の
仕
事
の
上
に
反
映
さ
せ

る
と
と
も
に
、
税
務
署
の
仕
事

の
内
容
や
納
税
の
意
義
を
よ
く

理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
行

な
う
も
の
で
す
。
 

日
ご
ろ
税
金
に

つ
い
て
考
え

て
お
ら
れ
る
ご
意
見
や
ご
要
望

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
こ
の
機
会

に
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
 

年
金
制
度
の
谷
間
に
と
り
の
こ

さ
れ
た
人
び
と
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
 

そ
こ
で
奥
さ
ん
自
身
に
も
年

金
が
う
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
と

く
に

国
民
年

金
制

度
に
任
意

加
入

の
道
が
開

か
れ

て
い
ま
 

す
。
奥
さ
ん
も
国
民
年
金
に
加

入
で
き
る
わ
け
で

す

が
、
も

し
、
加
入
し
て
い
な
い
と
、
年

金
制
度
か
ら
永
久
に
と
り
の
こ

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
物

価
に
対
す
る
関
心
と
同
じ
よ
う

に
、
奥
さ
ん
自
身
年
金
に
も
関

心
を
持
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
 
 

在
百
七
十
五
組
合
で
、
組
合
員

数
は
六
千
百
十
四
世
帯
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。
組
合
員
の
方
は

計
画
的
な
納
税
準
備
預
金
で
す

べ
て
完
納
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
 

ま
だ
組
合
に
入
っ
て
い
な
い

方
は
、
す
ぐ
地
域
の
組
合
に
加

入
し
て
、
納
め
や
す
く
完
納
し

ま
し
よ
う
。
 

▽
次
の
金
融
機
関
で
税
金
を

納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
 

青
森
銀
行
五
所
川
原
支
店
、
 

弘
前
相
互
銀
行
五
所
川
原
支
店

青
和
銀
行
五
所
川
原
支
店
、
津

軽
信
用
金
庫
五
所
川
原
支
店
、
 

手
軽
に
利
用
で
き
る
保
険
と

し
て
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
て
い

る
ク
郵
便
局
の
簡
易
保
険
4
で

は
、
こ
の
ほ
ど
七
倍
保
障
の
ク

ニ
 
ユ
ー
ク
ロー
バ
ー
保
険
ク
を

発
売
し
ま
し
た
。
 

こ
の
保
険
は
、
こ
れ
ま
で
の

保
険
に
比
べ
て
安
い
掛
金
で
大

き
な
保
障
が
得
ら
れ
る
と
い
う

す
ぐ
れ
た
特
長
を
も
っ
て
い
ま

す
。
満
期
保
険
金
百
万
円
の
場

合
、
災
害
や
事
故
な
ど
が
あ
っ

た
と
き
に
は
七
百
万
円

（
二
年
 

思
い
ま
す
。
 

ち
よ
っ
と
し
た
心
掛
ひ
と
つ

で
、
奥
さ
ん
自
身
の
老
令
年
金

は
も
ち
ろ
ん
、
思
わ
ぬ
事
故
な

ど
で
障
害
者
や
母
子
家
庭
と
な

っ
た
場
合
で
も
、
国
民
年
金
が

支
給
さ
れ
、
生
活
の
さ
さ
い
に
 

な
っ
て
く
れ
ま
 

す
。
 

青
森
県
信
用
組
合
五
所
川
原
支

店
、
青
森
銀
行
原
子
支
店
、
北

奥
羽
信
用
金
庫
七
和
支
店
、

五

所
川
原
市
農
協
」
辱
支
所
 

経
過
後
で
重
い
過
失
が
な
い
と

き
）
お
支
払
い
し
ま
す
が
、
毎

月
の
掛
金
は
わ
ず
か
五
千
三
百

五
十
円

（
三
〇
歳
、
期
間
二
十

年
）
と
大
変
割
安
に
な
っ
て
い

ま
す
。
 

そ
の
ほ
か
の
保
障
と
し
て
、
 

災
害
や
事
故
で
入
院
さ
れ
た
と

き
に
は
入
院
保
険
金
と
し
て
一

日
あ
た
り
三
千
円
を
百
二
十
日

ま
で
お
支
払
い
し
、
ま
た
災
害

や
事
故
で
指
や
手
足
を
な
く
さ

れ
た
と
き
に
は
、
そ
の
程
度
に

よ
っ
て
小
指
一
本
の
三
十
万
円

か
ら
最
高
三
百
万
円
ま
で
お
支

払
い
し
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
に
、
 ニ
 
ユー
ク
ロ
 

ー
バ
ー
保
険
は
安
い
掛
金
で
大

き
く
巾
広
い
保
障
を
し
ま
す
の

で
、
と
く
に
働
き
盛
り
の
ご
主

人
に
ピ
 
ツ
タ
リ
の
保
険
と
い
え

ま
す
。
 
（
五
所
川
原
郵
便
局
）
 

堆
 
肥
 
生
 
産
 に
 

ー
一2
 の
 
補
 
助
 

市
で
は
地
力
を
高
め
、
う
ま

い
米
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め

四
十
六
年
度
に
引
き
続
き
、
堆

肥
生
産
農
家
に
補
助
金
を
出
し

ま
す
。
 

補
助
の
対
象
に
な
る
の
は
、
 

ー
カ
所
二
十
7
1
ル
分
以
上
の

堆
肥
生
産
に
必
要
な
木
ワ
ク
な

ど
の
資
材
、
石
灰
チ
ッ
ソ
な
ど

の
経
費
に
つ
い
て
二
分
の

一
、
 

五
千
円
を
限
度
と
し
て
補
助
し

ま
す
o
 

稲
わ
ら
は
、
土
へ
還
元
す
る

よ
う
に
努
め
ま
し
よ
う
。
 

こ
の
十
一
月
 

一
日
か
ら
全
国
 

任
意
加
入
の
お
す
す
め
 

1
1月
ー
日
か
ら
年
金
普
及
推
進
月
間
 

奥
さ
ん
自
身

の
将
来
の
た
め

ぜ
ひ
任
意
加
入

さ
れ
ま
す
よ
う

お
す
す
め
し
ま
 

す
。
 

ま
た
任
意
加
入
者
に
つ
い
て

は
高
額
年
金
、
つ
ま
り

「
所
得

比
例
制
度
」
に
加
入
す
る
権
利

も
与
え
ら
れ
ま
す
。
詳
し
い
こ

と
は
健
康
年
金
課

国
民
年
金

係
へ
お
間
い
あ
わ
せ
く
だ
さ

い
。
 

1

七
倍
保
障
の
ニ
ユ
 

ー
 

ー
 

ク
ロ
ー
バ
ー
保
険
発
売

ー
一
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納
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い
年
を
 

市
で
は
十
一
月
一
日
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ら
十
 

固
定
資
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税

（
第
四
期
）
十

二
月
二
十
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日
ま
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を
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市
税
 

一
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完
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間
」
に
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て
お
 

保
険
税

（
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十
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月

り
、
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民
の
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さ
ん
に
ご
協
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日
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。
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お
手
も
と
の
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を
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保
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（
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）
十
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月
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日
ま
で
に
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日
 

の
税
金
を
完
納
し
て
、
明
る
い
 
▽

ま
だ
納
税
貯
蓄
組
合
に
入
 

年
を
迎
え
ま
し
よ
う
。
 

っ
て
い
な
い
方

へ
 

▽
こ
れ
か
ら
の
市
税
納
期
限
は
 

市
の
納
税
貯
蓄
組
合
は
、
現
 

1
1
納
税
者
の
声
を
 

一
 

一
 

聞
く
旬
間

ー

ー
 

一
 

十
一
月
一
日
か
ら
十
日
ま
で

は

「
納
税
者
の
声
を
聞
く
旬
間
 

」
と
し
て
、
国
税
庁
、
国
税
局

を
は
じ
め
全
国
の
税
務
署
で
い

ろ
い
ろ
な
行

事
を

行
な
，い
ま

す
。
 

こ
の
旬
間
は
、
納
税
者
の
か

た
が
た
か
ら
、
税
金
に
対
す
る

苦
情
や
要
望
、
税
務
職
員
の
応

待
な
ど
に
つ
い
て
の
ご
意
見
を
 

一
  
奥
さ
ま
方
へ
 
一
 

五
所
川
原
市
の
国
民
年
金
事

業
も
着
女
成
果
を
あ
げ
、
市
民

の
生
活
に
ゆ
る
ぎ
な
く
定
着
し

つ
つ
あ
り
ま
す
。
 

こ
の
十
一
月

一
日
か
ら
全
国

い
っ
せ
い
に
 「
 

国
民
年
金
普
及

推
進
月
間
」
と

定
め
任
意
加
入

を
す
す
め
て
い

ま
す
。
 

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
は

将
来
、
ご
主
人
が
加
入
し
て
お

ら
れ
る
年
金
制
度
に
頼
る
こ
と

が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
、
奥

さ
ん
自
身
を
保
障
す
る
独
自
の

公
的
年
金
制
度
が
な
く
、
国
民

皆
年
金
の
現
在
に
あ
っ
て
も
、
 

く
ノ、
ノ、
ノ、ノ
‘
、

ー
く
‘
く

く
，ノ

 

お
聞
き
し
て
、
今
後
の
税
制
や

税
務
の
仕
事
の
上
に
反
映
さ
せ

る
と
と
も
に
、
税
務
署
の
仕
事

の
内
容
や
納
税
の
意
義
を
よ
く

理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
行

な
う
も
の
で
す
。
 

日
ご
ろ
税
金
に
つ
い
て
考
え

て
お
ら
れ
る
ご
意
見
や
ご
要
望

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
こ
の
機
会

に
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
 

年
金
制
度
の
谷
間
に
と
り
の
こ

さ
れ
た
人
び
と
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
 

そ
こ
で
奥
さ
ん
自
身
に
も
年

金
が
う
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
と

く
に

国
民
年

金
制

度
に
任
意

加
入
の
道
が
開

か
れ
て

い
ま
 

す
。
奥
さ
ん
も
国
民
年
金
に
加

入
で
き
る
わ
け
で

す

が
、
も

し
、
加
入
し
て
い
な
い
と
、
年

金
制
度
か
ら
永
久
に
と
り
の
こ

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
物

価
に
対
す
る
関
心
と
同
じ
よ
う

に
、
奥
さ
ん
自
身
年
金
に
も
関

心
を
持
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
 

在
百
七
十
五
組
合
で
、
組
合
員

数
は
六
千
百
十
四
世
帯
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。
組
合
員
の
方
は

計
画
的
な
納
税
準
備
預
金
で
す

べ
て
完
納
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
 

ま
だ
組
合
に
入
っ
て
い
な
い

方
は
、
す
ぐ
地
域
の
組
合
に
加

入
し
て
、
納
め
や
す
く
完
納
し

ま
し
よ
う
。
 

▽
次
の
金
融
機
関
で
税
金
を

納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
 

青
森
銀
行
五
所
川
原
支
店
、
 

弘
前
相
互
銀
行
五
所
川
原
支
店

青
和
銀
行
五
所
川
原
支
店
、
津

軽
信
用
金
庫
五
所
川
原
支
店
、
 

手
軽
に
利
用
で
き
る
保
険
と

し
て
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
て
い

る
ク
郵
便
局
の
簡
易
保
険
4

で

は
、
こ
の
ほ
ど
七
倍
保
障
の
ク

ニ
 
ユ
ーク
ロ
ー
バ
ー
保
険
ク
を

発
売
し
ま
し
た
。
 

こ
の
保
険
は
、
こ
れ
ま
で
の

保
険
に
比
べ
て
安
い
掛
金
で
大

き
な
保
障
が
得
ら
れ
る
と
い
う

す
ぐ
れ
た
特
長
を
も
っ
て
い
ま

す
。
満
期
保
険
金
百
万
円
の
場

合
、
災
害
や
事
故
な
ど
が
あ
っ

た
と
き
に
は
七
百
万
円

（
二
年
 

思
い
ま
す
。
 

ち
よ
っ
と
し
た
心
掛
ひ
と
つ

で
、
奥
さ
ん
自
身
の
老
令
年
金

は
も
ち
ろ
ん
、
思
わ
ぬ
事
故
な

ど
で
障
害
者
や
母
子
家
庭
と
な

っ
た
場
合
で
も
、
国
民
年
金
が
 

生
活
の
さ
さ
い
に

な
っ
て
く
れ
ま

す
。
 

奥
さ
ん
自
身

の
将
来
の
た
め

ぜ
ひ
任
意
加
入
 

さ
れ
ま
す
よ
う

お
す
す
め
し
ま
 

す
。
 

ま
た
任
意
加
入
者
に
つ
い
て

は
高
額
年
金
、
つ
ま
り

「
所
得

比
例
制
度
」
に
加
入
す
る
権
利

も
与
え
ら
れ
ま
す
。
詳
し
い
こ

と
は
健
康
年
金
課

国
民
年
金

係
へ
お
間

い
あ
わ
せ
く

だ
さ
 

、
 
。
 

青
森
県
信
用
組
合
五
所
川
原
支

店
、
青
森
銀
行
原
子
支
店
、
北

奥
羽
信
用
金
庫
七
和
支
店
、
 五

所
川
原
市
農
協
一
一
辱支
所
 

経
過
後
で
重
い
過
失
が
な
い
と

き
）
お
支
払
い
し
ま
す
が
、
毎

月
の
掛
金
は
わ
ず
か
五
千
三
百

五
十
円

（
三
〇
歳
、
期
間
二
十

年
）
と
大
変
割
安
に
な
っ
て
い

ま
す
。
 

そ
の
ほ
か
の
保
障
と
し
て
、
 

災
害
や
事
故
で
入
院
さ
れ
た
と

き
に
は
入
院
保
険
金
と
し
て
一

日
あ
た
り
三
千
円
を
百
二
十
日

ま
で
お
支
払
い
し
、
ま
た
災
害

や
事
故
で
指
や
手
足
を
な
く
さ

れ
た
と
き
に
は
、
そ
の
程
度
に

よ
っ
て
小
指
一
本
の
三
十
万
円

か
ら
最
高
三
百
万
円
ま
で
お
支

払
い
し
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
に
、
 ニ
 
ユー
ク
ロ
 

ー
バ
ー
保
険
は
安
い
掛
金
で
大

き
く
巾
広
い
保
障
を
し
ま
す
の

で
、
と
く
に
働
き
盛
り
の
ご
主

人
に
ピ
 
ツ
タ
リ
の
保
険
と
い
え

ま
す
。
 
（
五
所
川
原
郵
便
局
）
 

堆
肥
 
生
 
産
 に
 

ー
一2
 の
 
補
 助
 

市
で
は
地
力
を
高
め
、
う
ま

い
米
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め

四
十
六
年
度
に
引
き
続
き
、
堆

肥
生
産
農
家
に
補
助
金
を
出
し

ま
す
。
 

補
助
の
対
象
に
な
る
の
は
、
 

ー
カ
所
二
十
ァ
ー
ル
分
以
上
の

堆
肥
生
産
に
必
要
な
木
ワ
ク
な

ど
の
資
材
、
石
灰
チ
ッ
ソ
な
ど

の
経
費
に
つ
い
て
二
分
の

一
、
 

五
千
円
を
限
度
と
し
て
補
助
し

ま
す
o
 

稲
わ
ら
は
、
土
へ
皿昼
元
す
る

よ
う
に
努
め
ま
し
よ
う
。
 

一
  国
民
年
金
 

任
意
加
入

の
お
す
 支

給
さ
れ
、
 

す
め
 

1
1月
ー
日
か
ら
年
金
普
及
推
進
月
間
 

コ
ー
七
倍
保
障
の
ニ
ユ
 

ー
 

ー
 

ク
ロ
ー
バ
ー
保
険
発
売

ー
一
 



みなさん、結核は間接撮影（レントゲン）でないとわからない病気で、 

す。結核検診は、病気を事前に発見するため実施するものです。次の日

程でおこないますから、必ず健康診断をうけてください。 

心結核予防健康診断（レントゲン

撮影）このお知らせ 

地区名 月日 曜日 受診 場所 受 診 時 間 

小 	曲 11月13日 月
 
ク
 
ク
 
ク
 
ク
 
火
 
ク
 
ク
 
ク
 
水
 
ク
 
ク
 
ク
 
ク
 
木
 
ク
 
ク
 

ク
 
金
 

ク
 

小曲集会所 9時～10時 

錦町 柏原町 
幾島町 

ク 錦町集会所前 10時10分～11時10分 

新宮町 未広町 ク 保健所前 11時20分～12時10分 

上平井町 中平 
井町 平井町 

ク 
三井生命五所 
希否毒器丑望 
川原支部付近 

ノT一」玄 m七一っ叫 午後1時～2時 

新宮団地 ク 誓寛里地集会 
所付近 

午後2時in分～3時 
I 	l_-'JI"iJ 	'"' 

下平井町 11月14日 老人ホーム前 9時～10時30分 

さっき町 ク 和田新宅付近 10時35分～n時20分 

敷 島 町 ク 敷島分院前 	12時～午後 1時 

東 雲 町 
ひな田町 

ク 岩黛りんご店 	午後1時10分～2時10分 
付近 	 I ビ人 1”、～ノJ 	"”り『 v/J 

大町 旭町 H月15日 村元酒店付近 	9時～10時20分 

布屋町 東町 

弥 生 町 

鎌 谷 町 

ク 

ク 

ク 

毛内酒店横 

農協会館前 

鷲教育事務 

9時30分～10時30分 

10時35分～11時20分 

12時～午後 1時 
元 	町 ク 蒔田商店前 午後1時10分～2時10分 

岩木町 本町 
川端町 寺町 

新町 柳町 
成田町 

11月16日 

ク 

市民文化会館前 

永福神社付近 

9時～n時 

ii時5分～12時5分 

平 和 町 
日の出町 

ク 平和町集会所前 12時45分～午後 2時 

田町 栄町 ク 白衣神社前 午後2時5分～3時10分 

持 子 沢 11月17日 三上商店前 9時30分～10時30分 

一 野 坪 ク 対馬静賢宅前 12時～12時30分 

出
稼
者
の
健
康
診
断
 

一
四
五
人

指
摘

さ
れ
ろ
 

一
月
に
二

回
目
を
計
画
 

五
所
川
原
保
健
所
、
市
出
稼

対
策
室
は

「
安
全
で
明
る
い
」
 

出
か
せ
ぎ
を
め
ざ
し
、
九
月
に

十
二
日
間
に
わ
た
っ
て
出
か
せ

ぎ
者
の
健
康
診
断
を
行
な
い
ま
 

し
た
が
市
内
で

検
診
を
う
け
た

五
百
五
十
二
人

の
二
六
・
三
督

に
あ
た
る
百
四

十
五
人
が
治
療

と
注
意
が
必
要

だ
と
指
摘
さ
れ

ま
し
た
。
 

健
康
診
断
で

は
、
尿
検
査
の

結
果
、
た
ん
ぱ

く
と
糖
の
い
ず

れ
か
一
方
が
検

出
さ
れ
「
要
注

意
」
と
指
摘
さ

れ
た
人
が
九
十

七
人
も
あ
り
、
 

治
療
の
必
要
な
 
 

四
人
と
あ
わ
せ
る
と
、
指
摘
さ

れ
た
人
の
七
〇
督
と
大
半
を
し

め
て
い
ま
す
。
 

四
十
歳
以
上
を
対
象
と
し
た

血
圧
測
定
で
は
、
二
十
四
人
が
 
 

高
血
圧
か
低
血
圧
で
治
療
が
必

要
で
、
ほ
か
に
十
六
人
が
「
要

注
意
」

（
治療
と
注
意
を
あ
わ

せ
全
体
の
二
八
督
）
と
指
摘
さ

れ
ま
し
た
が
、
な
か
に
は
最
高

血
圧
が
二
〇
〇

（
ミ
リ
）
と
危

険
な
状
態
の
人
も
あ

り
ま
し

た
。
 

ほ
か
に
レ
ン
ト
ゲ
ン
 （
間
接
 

）
検
査
で
四
人
が
精
密
検
査
の

必
要
を
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

今
回
検
診
を
う
け
た
の
は
、
 

ク
児
童
手
当
支
給
制
度
ク
が

こ
と
し
一
月
一
日
か
ら
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
お
宅
で
は
手

続
き
を
お
済
み
で
す
か
。
左
記

に
該
当
す
る
方
で
、
ま
だ
手
続

き
を
し
て
な
い
方
は
、
速
や
か

に
市
福
祉
事
務
所
へ
お
届
け
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
届
出
の
際
は

必
ず
印
鑑
、
健
保
、
国
保
な
ど

の
被
保
険
者
証
を
ご
持
参
願
い

ま
す
。
 

児
童
手
当
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
人
は
 

▽
十
八
歳
未
満
の
児
童
を
三

人
以
上
養
育
し
て
お
り
、
そ
の
 
 

五
所
川
原
市
内
で
冬
、
夏
型
の

出
か
せ
ぎ
者
と
し
て
推
定
さ
れ

て
い
る
五
千
五
百
人
の
一
〇
％

に
も
達
し
ま
せ
ん
。
五
所
川
原

保
健
所
と
市
出
稼
対
策
室
は
四

十
八
年
一
月
、
本
年
度
二
回
目

の
健
康
診
断
を
計
画
し
て
い
ま

す
の
で

「
健
康
で
明
る
い
」
出

か
せ
ぎ
実
現
の
た
め
、
今
回
検

診
を
う
け
ら
れ
な
か
っ
た
人
は

ぜ
ひ
健
康
診
断
を
う
け
る
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。
 

う
ち
ひ
と
り
以
上
が
昭
和
四
十

二
年
一
月
二
日
以
後
に
生
ま
れ

た
児
童
で
あ
る
こ
と
 

▽
そ
の
人
の
前
年
の
収
入
が

一
定
の
額
に
満
た
な
い
こ
と
（
 

扶
養
親
族
な
ど
五
人
の
場
合
、
 

お
よ
そ
二
〇
〇
万
円
を
超
え
な

い
所
得
で
あ
る
こ
と
）
 

児
童
手
当
の
額
は
 

児
童
手
当
の
月
額
は
三
人
以

上
の
児
童
の
う
ち
、
出
生
順
に

数
え
て
三
人

目
以
降
で
あ
っ

て
、
昭
和
四
十
二
年
一
月
二
日

以
後
に
生
ま
れ
た
児
童
ひ
と
り

に
つ
き
三
、
〇
〇
〇
円
で
す
。
 

「血圧測定」をうける出かせぎ者たち 

 

ク
児
童
手
当

制
度
ガ
を
 

知
っ

て
い
ま

す
か
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市政ダイヤル 

その日の 

行事や予定は 

でんわ⑤ 432「 

昭
和
二
十
年
代
 

そ
れ
は
食
糧
増
産
の
時
代
で
あ
っ
た
。
 

米
と
り
ん
ご
の
里
 
津
軽
に
明
る
い
陽
が
さ
し
た
。
 

昭
和
三
十
年
代
 

そ
れ
は
工
業
国
へ
脱
皮
の
時
代
で
あ
っ
た
。
 

村
か
ら
都
市

へ
雪
崩
の
よ
う
に
人
が
移
り

I
 

農
山
漁
村
の
二
、
三
男
対
策
は
無
用
と
な
っ
た
。
 

昭
和
四
十
年
代
 

過
疎
と
過
密
と
公
害
の
時
代
が
や
っ
て
き
た
。
 

し
か
も
米
が
余
る
と
い
う
世
の
中
で
も
あ
る
。
 

し
か
し
米
一
筋
の
津
軽
の
農
民
に
と
つ
て
 

米
作
り
は
や
は
り
生
き
甲
斐
で
あ
る
。
 

津
軽
の
斜
陽
に
挑
み
今
日
も
が
ん
ば
る
。
 

（昭和33年9月10日第3種郵便物特認可） 

す
め
て
い
る
市
は
、
こ
れ
ま
で

の
文
教
施
設
の
整
備
と
併
行
し

て
教
育
の
不
均
衡
を
な
く
し
、
 

有
為
な
人
材
を
育
て
る
た
め
十

月
か
ら
財
団
法
人
「
五
所
川
原

市
教
育
振
興
会
（
増
田
桓
一
会

長
）
」
を
設
立
し
ま
し
た
。
 

設
立
さ
れ
た
ク
市
教
育
振
興

会
4
は
、
さ
る
九
月
三
十
日
、
 

県
教
育
委
員
会
か
ら
設
立
許
可

を
受
け
、
会
の
当
初
運
用
基
金

と
し
て
一
千
万
円
（
市
出
資
金

五
百
万
円
、
有
志
者
寄
付
金
五

百
万
円
）
で
発
足
し
ま
し
た
。
 

同
会
は
、
経
済
事
情
に
よ
っ

て
就
学
が
困
難
な
①
高
校
生
に

対
し
、
入
学
料
と
授
業
料
の
相

当
額
を
給
与
し
②
大
学
志
望
者

に
対
し
て
は
、
三
十
万
円
を
限

度
と
し
て
入
学
仕
度
金
を
貸
与

し
ま
す
。
 

ま
た
、
資
金
の
捻
出
が
困
難

で
あ
る
、
な
ど
特
殊
な
条
件
下

に
あ
っ
て
③
文
教
施
設
の
設
備

う
 
を
す
る

場
合
、
整
備
費
を
助
成

く
 

す
る
④
学
術
研
究
、
出
版
刊
行
 

な
ど
に
対
し
て
支
援
金
を
交
付
 

す
る
、
の
四
点
を
事
業
の
柱
に
 

t
て
い
ま
す
。
 

・

可一
）
・
奄
，
『
」
ぎ
 

喜
・『き
屯
、ど
1
 

振
興
響
設
釜
競
 

と
し
て
、
次
の
十
五
人
が
選
任

さ
れ
ま
し
た
が
、
任
期
が
切
れ

る
四
十
九
年
三
月
三
十

一
日
以

降
は
理
事

（
会
長
、
副
会
長
、
 

常
任
理
事
を
含
む
）
監
事
あ
わ

せ
三
十
人
で
構
成
さ
れ
ま
す
。
 

当
市
は
、
地
域
経
済
の
遅
れ

か
ら
生
活
水
準
に
格
差
が
あ
り

高
校
進
学
率
も
県
平
均
を
若
干

上
廻
っ
て
い
ま
す
が
、
全
国
平

均
を
か
な

り
下
廻
っ

て
い
ま
 

五
所
川
原
市
産
米
改
良
協
議

会
は
、
十
月
二
十
四
日
午
前
十

時
か
ら
産
経
会
館
に
市
内
の
各

農
協
や
、
も
み
ず
り
、
集
荷
業

者
な
ど
の
関
係
団
体
か
ら
三
十

人
ほ
ど
が
出
席
し
て
開
か
れ
、
 

協
議
会
の
新
会
長
に
佐

々
木
市

長
を
選
任
し
ま
し
た
。
 

協
議
会
で
は
、
佐
々
木
市
長

が
新
し
い
委
員
ひ
と
り
ひ
と
り

に
委
嘱
状
を
交
付
し
た
あ
と
、
 

産
米
改
善
の
推
進
対
策
と
し
て
 

「
本
年
産
米
の
上
位
等
級
米
（
 

三
等
米
以
上
）
比
率
の
八
O
督
 
 

す
。
経
済
事
情
を
克
服
し
て
、
 

教
育
の
ク
機
会
均
等
4
を
め
ざ

し
、
市
は
さ
る
四
十
一
年
度
か

ら
高
校
生
を
対
象
に
奨
学
金
制

度
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、
 

ク
教
育
振
興
会
4
の
設
立
に
よ

っ
て
、
よ
り
多
く
の
市
民
が
恩

恵
を
受
け
る
も
の
と
期
待
さ
れ

ま
す
。
 

▽
理
事
 
（
会
長
）
増
田
桓

一
（
副会
長
）
村
上
純
一
、
原

幸
三
郎
、
平
山
文
三
郎
、
中
村

伸
太
郎
、
木
下
知
、
対
馬
克
夫

鶴
谷
正
次
、
神
幸
一
、
飛
島
孝

英
、
津
島
廉
造
（
同
常
任
）
小

山
吉
之
助
 

▽
監
事
川
村
嘉
太
郎
、
菊
池

清
助
、
渋
谷
守
夫
（
敬
称
略
）
 

確
保
を
目
標
に
、
こ
れ
か
ら
の

乾
燥
、
調
整
に
あ
た
っ
て
は
関

係
機
関
が
一
体
と
な
っ
て
産
米

改
善
運
動
の
最
後
の
仕
上
げ
を

強
力
に
展
開
す
る
」
こ
と
な
ど

を
申
し
あ
わ
せ
ま
し
た
。
 

新
役
員
は
次
の
と
お
り
で
す

▽
会
長
 
佐
々
木
栄
造
▽
副

会
長
 
泉
谷
正
志
、
開
米
佐
太

郎
、
大
邑
与
造
 

▽
監
事
 
小
栗
山
作
太
郎
、
 

外
崎
梁
四
郎
、
田
中
久
七
 

（
敬
称
略
）
 

公
 
害

対
 
策

審
 

議
 

会
 

発
 

足
 

十
月
一
日
施
行
さ
れ
た
「
市

公
害
防
止
条
例
」
に
伴
う
公
害

対
策
審
議
会
が
こ
の
ほ
ど
発
足

し
、
会
長
に
前
田
義
則
氏
が
決

ま
り
ま
し
た
。
 

対
策
審
議
委
員
に
は
市
内
の

学
識

経
験
者

や
関
係
行
政
機

関
、
公
共
団
体
、
企
業
関
係
の

代
表
者
十
五
人
が
市
か
ら
委
嘱

さ
れ
ま
し
た
。
 

対
策
審
議
会
で
は
、
今
後
公

害
対
策
に
つ
い
て
、
市
長
の
諮

間
に
応
じ
て
基
本
的
事
項
を
調

査
、
審
議
し
て
ゆ
き
ま
す
。
 

▽
会
長
 
前
田
義
則
▽
副
会

長
 
高
松
功
▽
委
員
 
対
馬
昭

幸
、
千
田
豊
、
阿
保
孫
市
、
小

野
村
正
巳
、
村
上
純
一
、
開
米

佐
太
郎
、
石
井
柾
次
郎
、
佐
藤

貞
、
神
三
男
、
小
野
仁
太
郎
、
 

斎
藤
一
郎
、
対
馬
字
之
吉
、
小
 

笠
原
幸
雄
 

（
敬称
略
）
 

｛」
難
裏
臓
毒
尋
毒
率
」
 

興
容
 

喜
名
に
 

母綴
簿
難
難
濃涙
鶏
猫
湘
」涙
泳
 

ク
学
園
都
市

4
づ
く
り
を
す
 

会
に
は
、
設
立
当
初
の
役
員
 

上
位
等
級
米
8
0％
目
標
 

市
産
米
改
良
協
議
会
 

→
 



山
菜
加

工
場
完

成
 

下
岩
崎

ナ
メ
コ
生
産
組
合
 

②
 

下
岩
崎
ナ
メ
コ
生
産
組
合

（
 

野
宮
金
助
組
合
長
、
組
合
員
十

二
人
）
が
、
二
百
七
十
一
万
八

千
円
（
国
、
県
が
六
割
補
助
）
 

で
建
設
し
て
い
た
「
山
菜
処
理

加
工
場
」
が
完
成
し
、
十
一
月

中
旬
操
業
し
ま
す
。
 

完
成
し
た
加
工
場
に
は
、
殺

菌
パ
 
ッ
ク
 
（
六
ケ
ー
ス
用
）
、
 

洗
浄
選
別
機
（
六
段
ロ
ー
タ
リ
 

ー
式
）
、
ボ
イ
ラ

ー
 （
全
自
動
 

）
が
施
設
さ
れ

試
運
転
を
始
め

ま
し
た
。
加
工

場
の
加
工
工
程

は
、
①
洗
浄
（
 

ダ
イ
ラ
イ
ト
タ

ン
ク
）
 
した
山

菜
を
②
選
別
機

に
か
け
て
③
缶

に
詰
め
④
殺
菌
 

（
蒸
気
）
し
て

⑤
脱
気
、
さ
ら

に
フ
タ
を
し
て

冷
却
さ
せ
る
と

完
成
し
ま
す
。
 

同
生
産
組
合

で
は
、
す
で
に

昨
年
十
月
、
ナ

メ
コ
二
千
五
百
 

五
所
川
原
市
文
化
振
興
会
議

な
ど
主
催
、
青
森
県
文
化
振
興

会
議
後
援
の
「
第
1
2回
五
所
川

原
市
文
化
祭
」
は
、
十
月
二
十

九
日
ー
十
一
月
五
日
ま
で
市
教

育
文
化
セ
ン
タ
ー
を
主
会
場
に

開
か
れ
て
い
ま
す
。
 

会
場
別
の
催
し
物
は
次
の
と

お
り
で
す
。
 

▽
十
月
二
十
九
日

〔
中
央
公民

館
、
三
道
会
館
〕
市
民
茶
会
（
 

裏
千
家
、
表
千
家
、
遠
州
会
）
 

▽
十
一
月
二
、
三
日
 
〔
市
民
 

文
化
会
館
第
二
集
会
室
〕
華
道

」
 

こ
イ
弓
f
，
二
一4
ニ
ニ
こ
．
、
I
、J
f
 
 箱

を
収
容
で
き
る
菌
舎
を
完
成

さ
せ
て
お
り
、
操
業
を
前
に
フ

キ
、
ワ
ラ
ビ
お
よ
そ
千
キ
ロを
漬

け
、
本
格
的
な
加
工
に
備
え
て

お
り
ま
し
た
。
同
生
産
組
合
で

は
、
ひ
と
缶
四
百
g
入
り
の
山

菜
加
工
製
品
と
し
て
、
大
手
卸

し
売
り
メ
ー
カ
ー
と
契
約
し
販

売
す
る
方
針
で
す
が
、
ひ
と
冬

に
総
収
入
か
ら
諸
支
出
を
差
し

引
き
お
よ
そ
二
百
万
円

（
労
賃
 

展

（
池
の坊
、
遠
州
会
、
小
原

流
）
 

▽
十
一
月
三
日

〔
中
央公
民

館
〕
俳
句
大
会
（
俳
句
会
）
 
〔
 

市
内
一
円
〕
文
化
碑
め
ぐ
り

（
 

牧
水
、
山
蘭
碑
な
ど
六
カ
所
）
 

▽
十
一
月
二
、
三
、
四
、
五

日
「
お
祭
り
広
場
〕
盆
栽
展

（
 

盆
栽
会
）
 

▽
十
一
月
三
、
四
、
五
日
 

〔
「
中
三
J
デ
パ
ー
ト
〕
洋
画

展

（
北
美
術
）
 
〔市
民
文
化
会

館
ロ
ビ
ー
〕
菊
花
展
（
晩
香
会
 

）
 
〔
郷土
館
〕
考
古
展

（
考古
 
 

相
殺
分
を
含
む
）
 
の収
益
を
見

込
ん
で
お
り
ま
す
。
 

百
日
セ
キ
、
 

ジ
フ
テ
リ
7
、
 

破
傷
風
の
三
種

混
合
ワ
ク
チ
ン

の
接
種
を
つ
ぎ

の
日
程
で
お
こ

な
い
ま
す
。・

▽
昭
和
四
十

六
年
四
月
一
日
 

ー
昭
和
四
十
七

年
三
月
三
十
一
 

F
 

日
ま
で
に
生
れ
 

た
赤
ち
や
ん
は

三
週
間
お
き
に
三
回
接
種
を
う

け
て
く
だ
さ
い
。
 

▽
昭
和
四
十
五
年
八
月
一
日
 

ー
昭
和
四
十
六
年
七
月
三
十
一

日
ま
で
の
間
に
生
れ
た
赤
ち
や

ん
で
、
 一
回
よ
り
接
種
を
う
け

て
い
な
い
赤
ち
や
ん
は
さ
ら
に

三
回
接
種
を
う
け
て
く

だ
さ

い
。
 

▽
昭
和
四
十
七
年
二
月
ま
で

に
三
回
接
種
を
う
け
て
い
る
赤

ち
や
ん
は
追
加
の
一
回
を
う
け

て
く
だ
さ
い
。
 

料
金
は
無
料
で
す
。
 

▽
十
一
月
八
日
 
午
後
一
時

半
ー
二
時
半
 
松
島
地
区
（
松

島
支
所
）
 

▽
十
一
月
八
日
 
午
後
一
時

半
ー
二
時
 
長
橋
地
区

（
長
橋
 

学
会
）
 
〔
同応
接
室
〕
魚
拓
展
 

（潮
友
会
）
 
〔
同第
一
集
会
室
 

〕
書
道
展

（
書
道
会
）
 
〔
「
丸

キ
」
デ
パ
ー
ト
〕
 
日本
画
展
 
（
 

津
軽
法
定
会
）
 

▽
十

一
月
三
日

〔
市
民
文
化

会
館
ホ
ー
ル
〕
謡
曲

（宝
生
会
 

）
寧
曲
（
双
葉
会
）
ピ
ア
ノ
 
（
 

ド
レ
ミ
会
、
若
草
会
）
人
形
劇
 

（
保
存
会
）
民
謡
（
民
謡
協

会
）
バ
レ
エ
 
（
棟方
研
究
所
）
 

奴
踊
（
奴
踊
保
存
会
）
詩
吟
剣

舞
（
詩
吟
剣
舞
）
合
唱

（
合
唱

団
、
 マ
マ
さ
ん
コ
ー
ラ
ス
）
 
日

本
舞
踊
（
綾
扇
会
）
 

▽
十
一
月
五
日

〔
中
央公
民

館
〕
川
柳
大
会

（
岩木
吟
社
）
 

▽
十
一
日
十
二
日

〔
中
央公

民
館
〕
短
歌
大
会
（
短
歌
恰
 
 

診
療
所
）
 

▽
十
一
月
九
日
 
午
後
一
時
 

ー
二
時
 
栄
地
区
 
（
栄
支
所
）
 

▽
十
一
月
九
日
 
午
後
一
時

半
ー
二
時
半
 
飯
詰
地
区

（
飯

詰
支
所
）
 

▽
十
一
月
十
日
 
午
前
十
時
 

ー
十
一
時
 
七
和
地
区

（
七
和

支
所
）
 

▽
十
一
月
十
日
 
午
後
一
時

半
ー
二
時
 
毘
沙
門
地
区

（
毘

沙
門
小
学
校
）
 

▽
十
一
月
十
四
日
 
午
後
一
一

時
ー
二
時
半
 
中
川
地
区

（
中

川
支
所
）
 

▽
十
一
月
十
四
日
 
午
後
一

時
半
ー
二
時
 
一
一
辱地
区

（
「1
 

好
診
療
所
）
 

▽
十
一
月
十
五
日
 
午
後
一
一

時
ー
二
時
半
 
梅
沢
地
区

（
梅

沢
支
所
）
 

▽
十
一
月
十
五
日
 
午
後
一

時
半
ー
二
時
半
 
松
島
団
地
（
 

団
地
集
会
所
）
 

▽
十
一
月
十
六
日
 
午
後
一

時
半
ー
三
時
 
旧
市
内
、
小
曲

新
宮
団
地

（
市
民
文
化
会
館
第

一
集
会
室
）
 

▽
十
一
月
十
七
日
 
午
後
一

時
半
ー
三
時
 
旧
市
内
、
小
曲

新
宮
団
地

（
市
民
文
化
会
館
第

一
集
会
室
）
 

三
「
「，
●
●
三
三

二
」三
，
，
‘
「
三
三
三
一
，
 

国
連
の
日
記

念
行
事
 

開
催
の
お
知
ら

せ
 

市
民
の
参
加
と
ご
聴
講
を
お
 

願
い
し
ま
す
。
 

十
一
月
四
日

（
土
）
 

▽
市
中
パ
レ
ー
ド
 

午
後
一
時
、
市
民
文
化
会
 

館
前
出
発
 

▽
記
念
講
演
 

午
後
二
時
、
市
民
文
化
会
 

館
ホ
ー
ル
 

講
師
、
日
本
国
連
協
会
専
務
 

理
事
、
N
H
K
解
説
委
員
 

坂
田
二
郎
氏
 

※
殻
物
乾
燥
機
の
使
用
に

あ
た
つ
て
は
、
も
み
水
分

の
は
握
と
送
風
温
度
、
時

間
に
十
分
注
意
し
過
乾
燥

に
な
ら
な
い
よ
う
注
意
L
 

て
く
だ
さ
い
。
 

完成した「山菜処理加工場」 

「市
文
化

祭
」
が
 

開

か
れ
て
い

ま
す
 

ン
 
ー
 

チ
 
軒
 

汐
 
掬

ワ
 

剣
 

Aロ
 
目

混
 
回

種
 
2
 

三
 

r
 

く
 

山
菜
加

工
場
完

成
 

下
岩
崎

ナ
メ
コ
生
産
組
合
 

②
 

下
岩
崎
ナ
メ
コ
生
産
組
合

（
 

野
宮
金
助
組
合
長
、
組
合
員
十

二
人
）
が
、
二
百
七
十
一
万
八

千
円
（
国
、
県
が
六
割
補
助
）
 

で
建
設
し
て
い
た
「
山
菜
処
理

加
工
場
」
が
完
成
し
、
十
一
月

中
旬
操
業
し
ま
す
。
 

完
成
し
た
加
工
場
に
は
、
殺

菌
パ
 
ッ
ク
 
（
六
ケ
ー
ス
用
）
、
 

洗
浄
選
別
機
（
六
段
ロ
ー
タ
リ
 

ー
式
）
、
ボ
イ
ラ

ー
 （
全
自
動
 

）
が
施
設
さ
れ

試
運
転
を
始
め

ま
し
た
。
加
工

場
の
加
工
工
程

は
、
①
洗
浄
（
 

ダ
イ
ラ
イ
ト
タ

ン
ク
）
 
した
山

菜
を
②
選
別
機

に
か
け
て
③
缶

に
詰
め
④
殺
菌
 

（
蒸
気
）
し
て

⑤
脱
気
、
さ
ら

に
フ
タ
を
し
て

冷
却
さ
せ
る
と

完
成
し
ま
す
。
 

同
生
産
組
合

で
は
、
す
で
に

昨
年
十
月
、
ナ

メ
コ
二
千
五
百
 

五
所
川
原
市
文
化
振
興
会
議

な
ど
主
催
、
青
森
県
文
化
振
興

会
議
後
援
の
「
第
1
2回
五
所
川

原
市
文
化
祭
」
は
、
十
月
二
十

九
日
ー
十
一
月
五
日
ま
で
市
教

育
文
化
セ
ン
タ
ー
を
主
会
場
に

開
か
れ
て
い
ま
す
。
 

会
場
別
の
催
し
物
は
次
の
と

お
り
で
す
。
 

▽
十
月
二
十
九
日

〔
中
央
公民

館
、
三
道
会
館
〕
市
民
茶
会
（
 

裏
千
家
、
表
千
家
、
遠
州
会
）
 

▽
十
一
月
二
、
三
日
 
〔
市
民
 

文
化
会
館
第
二
集
会
室
〕
華
道

」
 

こ
イ
弓
f
，
二
一4
ニ
ニ
こ
．
、
I
、J
f
 
 箱

を
収
容
で
き
る
菌
舎
を
完
成

さ
せ
て
お
り
、
操
業
を
前
に
フ

キ
、
ワ
ラ
ビ
お
よ
そ
千
キ
ロを
漬

け
、
本
格
的
な
加
工
に
備
え
て

お
り
ま
し
た
。
同
生
産
組
合
で

は
、
ひ
と
缶
四
百
g
入
り
の
山

菜
加
工
製
品
と
し
て
、
大
手
卸

し
売
り
メ
ー
カ
ー
と
契
約
し
販

売
す
る
方
針
で
す
が
、
ひ
と
冬

に
総
収
入
か
ら
諸
支
出
を
差
し

引
き
お
よ
そ
二
百
万
円

（
労
賃
 

展

（
池
の坊
、
遠
州
会
、
小
原

流
）
 

▽
十
一
月
三
日

〔
中
央公
民

館
〕
俳
句
大
会
（
俳
句
会
）
 
〔
 

市
内
一
円
〕
文
化
碑
め
ぐ
り

（
 

牧
水
、
山
蘭
碑
な
ど
六
カ
所
）
 

▽
十
一
月
二
、
三
、
四
、
五

日
「
お
祭
り
広
場
〕
盆
栽
展

（
 

盆
栽
会
）
 

▽
十
一
月
三
、
四
、
五
日
 

〔
「
中
三
J
デ
パ
ー
ト
〕
洋
画

展

（
北
美
術
）
 
〔市
民
文
化
会

館
ロ
ビ
ー
〕
菊
花
展
（
晩
香
会
 

）
 
〔
郷土
館
〕
考
古
展

（
考古
 
 

相
殺
分
を
含
む
）
 
の収
益
を
見

込
ん
で
お
り
ま
す
。
 

百
日
セ
キ
、
 

ジ
フ
テ
リ
7
、
 

破
傷
風
の
三
種

混
合
ワ
ク
チ
ン

の
接
種
を
つ
ぎ

の
日
程
で
お
こ

な
い
ま
す
。・

▽
昭
和
四
十

六
年
四
月
一
日
 

ー
昭
和
四
十
七

年
三
月
三
十
一
 

F
 

日
ま
で
に
生
れ
 

た
赤
ち
や
ん
は

三
週
間
お
き
に
三
回
接
種
を
う

け
て
く
だ
さ
い
。
 

▽
昭
和
四
十
五
年
八
月
一
日
 

ー
昭
和
四
十
六
年
七
月
三
十
一

日
ま
で
の
間
に
生
れ
た
赤
ち
や

ん
で
、
 一
回
よ
り
接
種
を
う
け

て
い
な
い
赤
ち
や
ん
は
さ
ら
に

三
回
接
種
を
う
け
て
く

だ
さ

い
。
 

▽
昭
和
四
十
七
年
二
月
ま
で

に
三
回
接
種
を
う
け
て
い
る
赤

ち
や
ん
は
追
加
の
一
回
を
う
け

て
く
だ
さ
い
。
 

料
金
は
無
料
で
す
。
 

▽
十
一
月
八
日
 
午
後
一
時

半
ー
二
時
半
 
松
島
地
区
（
松

島
支
所
）
 

▽
十
一
月
八
日
 
午
後
一
時

半
ー
二
時
 
長
橋
地
区

（
長
橋
 

学
会
）
 
〔
同応
接
室
〕
魚
拓
展
 

（潮
友
会
）
 
〔
同第
一
集
会
室
 

〕
書
道
展

（
書
道
会
）
 
〔
「
丸

キ
」
デ
パ
ー
ト
〕
 
日本
画
展
 
（
 

津
軽
法
定
会
）
 

▽
十

一
月
三
日

〔
市
民
文
化

会
館
ホ
ー
ル
〕
謡
曲

（宝
生
会
 

）
寧
曲
（
双
葉
会
）
ピ
ア
ノ
 
（
 

ド
レ
ミ
会
、
若
草
会
）
人
形
劇
 

（
保
存
会
）
民
謡
（
民
謡
協

会
）
バ
レ
エ
 
（
棟方
研
究
所
）
 

奴
踊
（
奴
踊
保
存
会
）
詩
吟
剣

舞
（
詩
吟
剣
舞
）
合
唱

（
合
唱

団
、
 マ
マ
さ
ん
コ
ー
ラ
ス
）
 
日

本
舞
踊
（
綾
扇
会
）
 

▽
十
一
月
五
日

〔
中
央公
民

館
〕
川
柳
大
会

（
岩木
吟
社
）
 

▽
十
一
日
十
二
日

〔
中
央公

民
館
〕
短
歌
大
会
（
短
歌
恰
 
 

診
療
所
）
 

▽
十
一
月
九
日
 
午
後
一
時
 

ー
二
時
 
栄
地
区
 
（
栄
支
所
）
 

▽
十
一
月
九
日
 
午
後
一
時

半
ー
二
時
半
 
飯
詰
地
区

（
飯

詰
支
所
）
 

▽
十
一
月
十
日
 
午
前
十
時
 

ー
十
一
時
 
七
和
地
区

（
七
和

支
所
）
 

▽
十
一
月
十
日
 
午
後
一
時

半
ー
二
時
 
毘
沙
門
地
区

（
毘

沙
門
小
学
校
）
 

▽
十
一
月
十
四
日
 
午
後
一
一

時
ー
二
時
半
 
中
川
地
区

（
中

川
支
所
）
 

▽
十
一
月
十
四
日
 
午
後
一

時
半
ー
二
時
 
一
一
辱地
区

（
「1
 

好
診
療
所
）
 

▽
十
一
月
十
五
日
 
午
後
一
一

時
ー
二
時
半
 
梅
沢
地
区

（
梅

沢
支
所
）
 

▽
十
一
月
十
五
日
 
午
後
一

時
半
ー
二
時
半
 
松
島
団
地
（
 

団
地
集
会
所
）
 

▽
十
一
月
十
六
日
 
午
後
一

時
半
ー
三
時
 
旧
市
内
、
小
曲

新
宮
団
地

（
市
民
文
化
会
館
第

一
集
会
室
）
 

▽
十
一
月
十
七
日
 
午
後
一

時
半
ー
三
時
 
旧
市
内
、
小
曲

新
宮
団
地

（
市
民
文
化
会
館
第

一
集
会
室
）
 

三
「
「，
●
●
三
三

二
」三
，
，
‘
「
三
三
三
一
，
 

国
連
の
日
記

念
行
事
 

開
催
の
お
知
ら

せ
 

市
民
の
参
加
と
ご
聴
講
を
お
 

願
い
し
ま
す
。
 

十
一
月
四
日

（
土
）
 

▽
市
中
パ
レ
ー
ド
 

午
後
一
時
、
市
民
文
化
会
 

館
前
出
発
 

▽
記
念
講
演
 

午
後
二
時
、
市
民
文
化
会
 

館
ホ
ー
ル
 

講
師
、
日
本
国
連
協
会
専
務
 

理
事
、
N
H
K
解
説
委
員
 

坂
田
二
郎
氏
 

※
殻
物
乾
燥
機
の
使
用
に

あ
た
つ
て
は
、
も
み
水
分

の
は
握
と
送
風
温
度
、
時

間
に
十
分
注
意
し
過
乾
燥

に
な
ら
な
い
よ
う
注
意
L
 

て
く
だ
さ
い
。
 

完成した「山菜処理加工場」 

「市
文
化

祭
」
が
 

開

か
れ
て
い

ま
す
 

ン
 
ー
 

チ
 
軒
 

汐
 
掬

ワ
 

剣
 

Aロ
 
目

混
 
回

種
 
2
 

三
 

r
 

く
 



自
衛
官
防

衛
大
学

生

募
集
 

将
来
の
日
本
の
国
防
を
若
人
の
手
で

・
・
一
 

受
験
資
格
廿
高
校
三
年
生
ー
高
卒
二
十

一
歳
ま
で
 

四
年
間
学
生
と
し
て
勉
学
し
、
卒
業
後
一
年
間
幹
部
候
 

補
生
学
校
に
入
り
幹
部
に
な
り
ま
す
。
 

二
十
三
歳
 
三
尉
 
五
八
、
八
〇
O
円
 

二
十
五
歳
 
二
尉
 
六
一
、
九
〇
〇
円
 

二
十
八
歳
 
一
尉
 
七
一
、
九
〇
〇
円
 

三
十
二
歳
 
三
佐
 
八
七
、
六
〇
〇
円
 

航
 
空
一
学
 

生
 

募
 
集
 

ク
若
人
の
夢
を
大
空
に
4
将
来
を
パ
イ
ロ
 ツ
ト
の
道
に
 

か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。
 

資
格
廿
高
校
三
年
生
ー
高
校
卒
二
十
歳
ま
で
受
験
で
き
ま
す
。
 

給
料
廿
一
年
目

（
士長
）
四
五
、
〇
〇
〇
円
 
十
九
歳
 

三
年
目

（
二曹
）
五
五
、
〇
〇
〇
円
二
十
一
歳
 

六
年
目

（
三
尉
）八
五
、
〇
〇
〇
円
二
十
四
歳
 

八
年
目

（
二
尉
）九
三
、
七
〇
〇
円
二
十
六
歳
 

案
内
、
申
込
は
、
窓
ロ
サ
ー
ビ
ス
課
⑤
二
一
一
一
番
（代
表
）
 

又
は
自
衛
隊
五
所
川
原
募
集
事
務
所
⑤
二
三
〇
五
番
へ
 

中
小
企
業
年
末
資
金
特
別
保
証
制
度
 

火器の不良、破損個所に気をつけましよう 

月
三
十
日
ま
で
 

「
秋季
火
災
予

防
運
動
」
が
行

な
わ
れ
て
い
ま

す
。
 

市
内
で
は
、
 

四
十
六
年
度
に

三
十
四
件
の
火

災
が
発
生
し
、
 

お
よ
そ
二
千
四

百
万
円
が
灰
に

な
っ
て
お
り
、
 

残
火
の
不
始
末

や
た
ば
こ
火
が

発
生
原
因
の
上

位
を
し
め
て
い

ま
す
。
 

市
消
防
本
部
 

市
消
防
署
は
運
 

初
期
消
火
・
早
期
通
報
 

.
 

ク
慣
れ
た
火
に
新
た
な
注
意

を
4
十
月
二
十
一
日
か
ら
十
一
 
 

動
期
間
中
、
公
共
施
設
で
の
避

難
訓
練
や
一
般
家
庭
の
予
防
査

察
を
行
な
い
ま
す
が
、
と
く
に

く
ら
し
の
な
か
の
防
火
の
再
点

検
と
し
て
、
 一
般
家
庭
に
次
の

こ
と
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
 

▽
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
と
寝

た
ば
こ
は
絶
対
や
め
ま
し
よ
う

▽
火
気
を
使
用
す
る
場
合
は

カ
ー
テ
ン
な
ど
燃
え
や
す
い
も

の
の
近
く
、
出
入
り
口
の
通
路

に
お
か
な
い
よ
う
に
し
よ
う

▽
火
器
の
不
良
個
所
、
破
損

個
所
の
早
期
発
見
と
早
期
修
理

を
行
な
い
ま
し
よ
う
 

▽
燃
焼
中
、
残
炎
中
の
給
油

持
ち
は
こ
び
は
や
め
ま
し
よ
う

▽
老
人
、
子
供
、
病
人
な
ど

ひ
と
り
留
守
居
は
で
き
る
だ
け

さ
け
、
や
む
を
得
な
い
場
合
は

介
添
人
、
ま
た
は
近
所
の
家
と

の
連
絡
を
密
に
し
、
避
難
し
や

す
い
一
階
に
寝
か
せ
る
よ
う
に

し
ま
し
よ
う
 

ば
困
り
ま
す
。
善
処
を
お
願
い
 
 

▽
実
施
期
間
 

昭
和
四
十
七
年
十
月
十
一
日
 

か
ら
昭
和
四
十
八
年
一
月
三
十
 

一
日
（
水
）ま
で
 

▽
資
金
の
使
途
 

運
転
資
金
 

▽
保
証
金
額
 

一
企
業
に
つ
き
個
人
、
法
人
 

五
、
（×
）
〇
千
円以
内
 

組
合
一
五
、
〇
〇
〇
千
円
以
 

内
 た

だ
し
、
組
合
が
組
合
員
に
 

転
貸
す
る
場
合

は
一
組
合
員
 

五
、
〇
〇
〇
千
円
以
内
と
し
、
 

そ
の
限
度
額
五
〇
、
〇
〇
〇
千
 

円
以
内
と
す
る
。
 

▽
保
証
期
間
 

六
カ
月
以
内
 

▽
保
証
形
成
 

手
形
貸
付
、
証
書
貸
付
お
ょ
 

び
手
形
割
引
の
保
証
 

▽
償
還
方
法
 

製
智
m馴
極
葛
）
 

一
 

一
 

一
括
払
い
 

▽
利
息
、
保
証
料
 

利
息
 
取
扱
金
融
機
関
の
所
 

定
利
率
 

保
証
料
 
年
率
一
・
四
「
軒
 

▽
保
証
人
、
担
保
 

保
証
人
は
ひ
と

り
以
上
と
 

し
、
必
要
に
応
じ
て
担
保
を
徴
 

し
ま
す
。
 

▽
受
付
場
所
 

取
扱
金
融
機
関
、
県
信
用
保
 

証
協
会
本
、
支
所
 

な
お
詳
し
く
は
市
商
工
観
光
 

課
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
 

．
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、、
、
、
、
、
、
、
、
、
、‘
 

旧
市
内
ゴ
ミ

収
 

集
 
週

2
 回
 
に
 

(1
1月
ー
日
か
ら
実
施
）
 

◇
月
、
木
曜
日
 
上
平
井
町

中
平
井
町
、
平
井
町
、

下
平

井
町
、
十
川
町
、
新
宮
団
地
、
 

さ
つ
き
町
、
尻
無
の
一
部
、
旭

町
、
敷
島
町
、
東
雲
町
、
ひ
な

た
町
、
大
町
 

◇
火
、
金
曜
日
 
本
町
、
弥

生
町
、
田
園
調
布
、
松
島
団
地

鎌
谷
町
、
新
町
、

栄
町
、
田

町
、
湊
団
地
、
さ
か
え
保
育
所

裏
田
町
 

◇
水
、
土
曜
日
 
新
宮
町
、
 

末
広
町
、
錦
町
、
幾
島
町
、
柏

原
町
、
柳
町
第
一
第
二
、
成
田

町
、
小
曲
地
区
、
川
端
町
、
寺

町
、
岩
木
町
、
平
和
町
、
元
町

布
屋
町
、
東
町
 

一
 

一
 

一
 

秋の火災予防運動 

‘・ 	 11月L3O日まで実施 

「
，

I

、

j

、

J
 

藤
鰯
一
 

「魂
“
 

!
!
 

三
！
 

●
！
【
 

し
ま
す
。
 

△
一
市
民
▽
 
の
自
転
車
置
場
も
検
討
し
て
お
 

A
お
こ
た
え
▽
 

り
ま
す
。
場
所
に
つ
い
て
は
、
 

現
在
、
庁
舎
と
お
祭
り
広
場
 
庁
舎
の
北
側
か
、
市
民
文
化
会
 

へ
お
た
ず
ね
V
 

の
中
間
に
来
庁
者
用
の
自
転
車
 
館
側
に
な
る
予
定
で
す
の
で
、
 

こ
れ
か
ら
雨
 
置
場
を
設
け
て
お
り
ま
す
が
、
 
い
ま
し
ば
ら
く
お
待
ち
願
い
ま

や
雪
が
降
り
続
 
屋
根
が
な
い
の
で
非
常
に
不
便
 
す
。
 

D
 

一
 

き
ま
す
が
、
市
 

を
か
け
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
 
◇
係
か
ら
 

多
数
の
提
言
が
 
【
 

画
．
 》
 
、1
‘
一

》
 ‘
三
 』ー
‘
・
 

・
「
 

＞
 

・
（
、
、一r
71
ユ
 、
 
・・
 
～
 

》
「
嘉
旧
』
稀
蒜
競
す

」川
匡D
整
満
も
二心
終り
ま
彩
鯛

い
襲

2
1愛
一
 

ぐ

一
（
詞
轡

役
所
へ
用
事
に
す
o
 
ー
 
漕
ま
す
が
、

准
像

漕
七
 

》
 
／d
、
ー
 

行
っ
て
も
屋
根
 

前
庭
の
整
備
も
一
応
終
り
ま
 
返
事
を
さ
し
あ
げ
る
の
に
困
っ
 
＼
 

一
 つ
き
の
自
転
車
置
場
が
な
け
れ
 
し
た
の
で
、
次
に
警
備
員
の
詰
 
て
お
り
ま
す
‘
 

』
 

自
衛
官
防

衛
大
学

生

募
集
 

将
来
の
日
本
の
国
防
を
若
人
の
手
で

・
・
一
 

受
験
資
格
廿
高
校
三
年
生
ー
高
卒
二
十

一
歳
ま
で
 

四
年
間
学
生
と
し
て
勉
学
し
、
卒
業
後
一
年
間
幹
部
候
 

補
生
学
校
に
入
り
幹
部
に
な
り
ま
す
。
 

二
十
三
歳
 
三
尉
 
五
八
、
八
〇
O
円
 

二
十
五
歳
 
二
尉
 
六
一
、
九
〇
〇
円
 

二
十
八
歳
 
一
尉
 
七
一
、
九
〇
〇
円
 

三
十
二
歳
 
三
佐
 
八
七
、
六
〇
〇
円
 

航
 
空
一
学
 

生
 

募
 
集
 

ク
若
人
の
夢
を
大
空
に
4
将
来
を
パ
イ
ロ
 ツ
ト
の
道
に
 

か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。
 

資
格
廿
高
校
三
年
生
ー
高
校
卒
二
十
歳
ま
で
受
験
で
き
ま
す
。
 

給
料
廿
一
年
目

（
士長
）
四
五
、
〇
〇
〇
円
 
十
九
歳
 

三
年
目

（
二曹
）
五
五
、
〇
〇
〇
円
二
十
一
歳
 

六
年
目

（
三
尉
）八
五
、
〇
〇
〇
円
二
十
四
歳
 

八
年
目

（
二
尉
）九
三
、
七
〇
〇
円
二
十
六
歳
 

案
内
、
申
込
は
、
窓
ロ
サ
ー
ビ
ス
課
⑤
二
一
一
一
番
（代
表
）
 

又
は
自
衛
隊
五
所
川
原
募
集
事
務
所
⑤
二
三
〇
五
番
へ
 

中
小
企
業
年
末
資
金
特
別
保
証
制
度
 

火器の不良、破損個所に気をつけましよう 

月
三
十
日
ま
で
 

「
秋季
火
災
予

防
運
動
」
が
行

な
わ
れ
て
い
ま

す
。
 

市
内
で
は
、
 

四
十
六
年
度
に

三
十
四
件
の
火

災
が
発
生
し
、
 

お
よ
そ
二
千
四

百
万
円
が
灰
に

な
っ
て
お
り
、
 

残
火
の
不
始
末

や
た
ば
こ
火
が

発
生
原
因
の
上

位
を
し
め
て
い

ま
す
。
 

市
消
防
本
部
 

市
消
防
署
は
運
 

初
期
消
火
・
早
期
通
報
 

.
 

ク
慣
れ
た
火
に
新
た
な
注
意

を
4
十
月
二
十
一
日
か
ら
十
一
 
 

動
期
間
中
、
公
共
施
設
で
の
避

難
訓
練
や
一
般
家
庭
の
予
防
査

察
を
行
な
い
ま
す
が
、
と
く
に

く
ら
し
の
な
か
の
防
火
の
再
点

検
と
し
て
、
 一
般
家
庭
に
次
の

こ
と
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
 

▽
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
と
寝

た
ば
こ
は
絶
対
や
め
ま
し
よ
う

▽
火
気
を
使
用
す
る
場
合
は

カ
ー
テ
ン
な
ど
燃
え
や
す
い
も

の
の
近
く
、
出
入
り
口
の
通
路

に
お
か
な
い
よ
う
に
し
よ
う

▽
火
器
の
不
良
個
所
、
破
損

個
所
の
早
期
発
見
と
早
期
修
理

を
行
な
い
ま
し
よ
う
 

▽
燃
焼
中
、
残
炎
中
の
給
油

持
ち
は
こ
び
は
や
め
ま
し
よ
う

▽
老
人
、
子
供
、
病
人
な
ど

ひ
と
り
留
守
居
は
で
き
る
だ
け

さ
け
、
や
む
を
得
な
い
場
合
は

介
添
人
、
ま
た
は
近
所
の
家
と

の
連
絡
を
密
に
し
、
避
難
し
や

す
い
一
階
に
寝
か
せ
る
よ
う
に

し
ま
し
よ
う
 

ば
困
り
ま
す
。
善
処
を
お
願
い
 
 

▽
実
施
期
間
 

昭
和
四
十
七
年
十
月
十
一
日
 

か
ら
昭
和
四
十
八
年
一
月
三
十
 

一
日
（
水
）ま
で
 

▽
資
金
の
使
途
 

運
転
資
金
 

▽
保
証
金
額
 

一
企
業
に
つ
き
個
人
、
法
人
 

五
、
（×
）
〇
千
円以
内
 

組
合
一
五
、
〇
〇
〇
千
円
以
 

内
 た

だ
し
、
組
合
が
組
合
員
に
 

転
貸
す
る
場
合

は
一
組
合
員
 

五
、
〇
〇
〇
千
円
以
内
と
し
、
 

そ
の
限
度
額
五
〇
、
〇
〇
〇
千
 

円
以
内
と
す
る
。
 

▽
保
証
期
間
 

六
カ
月
以
内
 

▽
保
証
形
成
 

手
形
貸
付
、
証
書
貸
付
お
ょ
 

び
手
形
割
引
の
保
証
 

▽
償
還
方
法
 

製
智
m馴
極
葛
）
 

一
 

一
 

一
括
払
い
 

▽
利
息
、
保
証
料
 

利
息
 
取
扱
金
融
機
関
の
所
 

定
利
率
 

保
証
料
 
年
率
一
・
四
「
軒
 

▽
保
証
人
、
担
保
 

保
証
人
は
ひ
と

り
以
上
と
 

し
、
必
要
に
応
じ
て
担
保
を
徴
 

し
ま
す
。
 

▽
受
付
場
所
 

取
扱
金
融
機
関
、
県
信
用
保
 

証
協
会
本
、
支
所
 

な
お
詳
し
く
は
市
商
工
観
光
 

課
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
 

．
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、、
、
、
、
、
、
、
、
、
、‘
 

旧
市
内
ゴ
ミ

収
 

集
 
週

2
 回
 
に
 

(1
1月
ー
日
か
ら
実
施
）
 

◇
月
、
木
曜
日
 
上
平
井
町

中
平
井
町
、
平
井
町
、

下
平

井
町
、
十
川
町
、
新
宮
団
地
、
 

さ
つ
き
町
、
尻
無
の
一
部
、
旭

町
、
敷
島
町
、
東
雲
町
、
ひ
な

た
町
、
大
町
 

◇
火
、
金
曜
日
 
本
町
、
弥

生
町
、
田
園
調
布
、
松
島
団
地

鎌
谷
町
、
新
町
、

栄
町
、
田

町
、
湊
団
地
、
さ
か
え
保
育
所

裏
田
町
 

◇
水
、
土
曜
日
 
新
宮
町
、
 

末
広
町
、
錦
町
、
幾
島
町
、
柏

原
町
、
柳
町
第
一
第
二
、
成
田

町
、
小
曲
地
区
、
川
端
町
、
寺

町
、
岩
木
町
、
平
和
町
、
元
町

布
屋
町
、
東
町
 

一
 

一
 

一
 

秋の火災予防運動 

‘・ 	 11月L3O日まで実施 

「
，

I

、

j

、

J
 

藤
鰯
一
 

「魂
“
 

!
!
 

三
！
 

●
！
【
 

し
ま
す
。
 

△
一
市
民
▽
 
の
自
転
車
置
場
も
検
討
し
て
お
 

A
お
こ
た
え
▽
 

り
ま
す
。
場
所
に
つ
い
て
は
、
 

現
在
、
庁
舎
と
お
祭
り
広
場
 
庁
舎
の
北
側
か
、
市
民
文
化
会
 

へ
お
た
ず
ね
V
 

の
中
間
に
来
庁
者
用
の
自
転
車
 
館
側
に
な
る
予
定
で
す
の
で
、
 

こ
れ
か
ら
雨
 
置
場
を
設
け
て
お
り
ま
す
が
、
 
い
ま
し
ば
ら
く
お
待
ち
願
い
ま

や
雪
が
降
り
続
 
屋
根
が
な
い
の
で
非
常
に
不
便
 
す
。
 

D
 

一
 

き
ま
す
が
、
市
 

を
か
け
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
 
◇
係
か
ら
 

多
数
の
提
言
が
 
【
 

画
．
 》
 
、1
‘
一

》
 ‘
三
 』ー
‘
・
 

・
「
 

＞
 

・
（
、
、一r
71
ユ
 、
 
・・
 
～
 

》
「
嘉
旧
』
稀
蒜
競
す

」川
匡D
整
満
も
二心
終り
ま
彩
鯛

い
襲

2
1愛
一
 

ぐ

一
（
詞
轡

役
所
へ
用
事
に
す
o
 
ー
 
漕
ま
す
が
、

准
像

漕
七
 

》
 
／d
、
ー
 

行
っ
て
も
屋
根
 

前
庭
の
整
備
も
一
応
終
り
ま
 
返
事
を
さ
し
あ
げ
る
の
に
困
っ
 
＼
 

一
 つ
き
の
自
転
車
置
場
が
な
け
れ
 
し
た
の
で
、
次
に
警
備
員
の
詰
 
て
お
り
ま
す
‘
 

』
 



夫人芳子さん 

文
化
褒
賞
 

昭
和
二
十
九
年
に
市
制
を
施

行
t
て
か
ら
十
八
年
の
歳
月
が

経
ち
ま
し
た
が
、
五
所
川
原
市

も
め
ま
ぐ

る
し

い
時
代
の

変

革
に
対

応
し

な
が
ら

西
北
五
 

ゆ
る
障
害
を
克
服
し
な
が
ら
市

の
文
化
の
振
興
、
発
展
、
福
祉

の
増
進
に
大
き
な
功
績
が
あ
っ

た
方
々
を
顕
彰
し
、
そ
の
労
苦

に
い
さ
さ
か
な
り
と
も
報
い
ょ
 

き
決
定
い
た
し
ま
し
た
。
 

文
化
ほ
う
賞
、
市
ほ
う
賞
が

贈
ら
れ
る
方
は
、
市
民
の
模
範

と
し
て
ま
こ
と
に
ふ
さ
わ
し
い

立
派
な
方
々
で
あ
り
ま
す
。
ま
 

地
域
の
中
心
都

市
に
ふ
さ
わ
し

い
成
長
を
遂
げ

て
き
ま
し
た
。
 

こ
の
発
展
は
 

表
彰
に

あ
た
っ
て
 

市
 
長
 

佐
々
木
栄
造
 

た
ほ
う
賞
を
受

け
ら
れ
る
方
々

に
陰
な
が
ら
尽

し
て
こ
ら
れ
た

奥
さ
ま
方
に
は
 

ひ
と
え
に
五
万
市
民
の
努
力
に

よ
る
も
の
で
常
日
頃
深
く
感
謝

申
し
あ
げ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。
 

こ
う
し
た
社
会
の
激
し
い
移

り
変
り
の
中
に
お
い
て
、
あ
ら
 

う
と

「
五
所
川
原
市
表
彰
規
則
 

」
を
作
り
、
今
年
は
、
そ
の
第

一
回
の
表
彰
で
あ
り
ま
す
。
 

表
彰
者
の
選
考
に
あ
た
っ
て

は
、
表
彰
推
せ
ん
委
員
会
に
は

か
り
、
慎
重
に
ご
審
議
い
た
だ
 

内
助
功
労
章
を
贈
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
 

表
彰
者
に
対
し
ま
し
て
は
市

民
と
と
も
に
心
か
ら
お
祝
い
を

申
し
あ
げ
ま
す
。
 

増
 
田
 
桓
 

一
氏
（
六
三
）
 

市
内
新
町
四
二
番
地
 

昭
和
十
九
年
、
増
田
病
院
長
に
就
任
以
来
、
 不
治
の
病

と
い
わ
れ

た
風
土
病
ク
シ
ビ
・
ガ
 ッ
チ
ャ
キ
4
を
研
究
、

究
明
し
、
 独
自
の
治

療
法
を
開
発
し
て
風
土
病
の
病
禍

か
ら
多
く
の

人
々
を
救

い
ま
し

た
。
学
界
は
も
ち
ろ
ん
、
当
地
方
の
保
健
衛
生
思
想
の
向

上
に
大
き

な
功
績
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
ま
た
日
本

国
際
連
合
協
会
設
立
と

と
も

に
そ
の
主
旨
に
い
ち
は
や
く
賛
同
さ
れ
、

昭
和
二
十
ニ
年
か
ら

五
所

川
原
支
部
長
と
な
っ
て
、
国
際
理
解
と

平
和
精
神
の
普
及
、

実
践
に

努
め
今
日
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。
 

さ
ら
に
北
五
医
師
会
長
、

市
体
育
協
会
長
、

市
文
化
振
興
会
議
会

長
、
市
社
会
福
祉
協
議
会
長
や
各
種
審
議
会
委

員
を
歴
任
し
、

本
業

の
医
療
は
も
と
よ
り
文
化
、
体
育
、
社
会
奉
仕
活
動
に
長
年
に

わ
た

っ
て
尽
力
し
て
い
ま
す
。
 

内

助
功

労
章
 

夫
人
 
ュ

イ
さ
ん
 

昭
和
十
一
年
、
増
田
氏
と
結
婚
以
来
、
陰
に
陽
に

謙
虚
に

夫
と
共
 

に
歩
ん
で
、
内
助
の
功
を
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。
 

、
，…
く
‘・・
．I、
．．・
・I
.．・・
ノ
．
．
・・
ノ
・
．
・・
？・
．・‘
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一
．
・
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．
．
・
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、ノ
…
・
？
・
・
 

伊
 
藤
 

正
 
規

氏
（
六

〇

）
 

東
京
都
練
馬
区
豊
玉
北
四
丁
目
二
五
番
地

市
内
梅
田
出
身
で
画
家
、
光
風
会

々
員
。

昭
和
十
七
年

東
京
美
術

学
校
（
現
芸
大
）
を
卒
業
し
、
画
家
と
し
て
の
一
歩
を
踏
み
出
し

ま

し
た
。
氏
の
作
風
は
独
特
の
持
味
が
あ
っ
て
、
デ

ッ
サ
ン
の
確

か
さ

は
定
評
が
あ
り
ま
す
。
昭
和
四
十
五
年
の
日
展
出
品
作
品
 
「
窓
」
が

そ
の
最
高
栄
誉
で
あ
る
特
選
に
輝
き
、

デ

ッ
サ
ン
の
す
ば
ら
し

さ
、
 

色
彩
の
濃
淡
に
よ
る
遠
近
の
新
表
現
は
新
し
い
画

の
領
域
を
拓

い
た

も
の
と
し
て
全
国
的
に
絶
讃
を
う
け
ま
し
た
。
大
作
を
画
く
場

合
、
 

必
ず
梅
田
に
帰
り
思
索
し
筆
を
執
る
と
い
う
、
題
材
を
故
郷
の
美
し

さ
に
求
め
絵
を
と
お
し
て
故
郷
の
美
し
さ
を
多

く
の
人
々
に
紹
介
し

て
き
ま
し
た
。
依
頼
を
う
け
て
市
内
の
学
校
の
校
章
の
制
作

に
当
る

な
ど
秀
れ
た
作
品
は
感
銘
を
与
え
て
い
ま
す
。
 

内

助
功
労
章
 

夫
人
 

芳
子
さ
ん
 

夫
君
と
共
に
画
家
で
あ
り
、
画
家
と
し
て
の
助
言
は
も
と
よ

り
、
 

家
庭
に
あ
っ
て
は
一
般
婦
人
と
変
り

な
く
務
め
、
夫
君
の
郷
里
へ
の

理
解
と
愛
着
を
深

め
て
い
ぜ
す
o
 

夫人ェイさん 	 増田桓一氏 

一
 市
 
褒
 

賞
 
一
 

」」
ロんJ
旦
丁
「
ユ
ヘ
ン
舜
也
ー
ーコ
プ
 

外
 
崎
 
千
代
吉
丙
べ
七
五
）
 

、戒
屍
、
も
郵
」
駈報

」
‘、

ー
？
、‘
?
 

市
で
は
、
四
十
七
年
度
か
ら
 

「
文
化
の
振
興
、
発
展
に
功
績

が
あ
り
」
 
「
公共
福
祉
の
増
進

に
業
績
を
残
し
」
 
「徳
行
の
秀
 

Q
 

れ
た
」
市
民
を
顕
彰
す
る
こ
と

に
な
り
、
さ
る
九
月
三
十
日
か

ら
施
行
し
た
表
彰
規
則
で

「
文

化
褒
賞
」
 
「
市褒
賞
」
を
制
定

し
ま
し
た
。
 

そ
の
第
一
回

「
文
化
褒
賞
」
 

に
は
、
風
土
病
と
と
り
く
み
文

化
、
体
育
の
振
興
に

つ
く
し
た

増
田
桓
一
氏
、
画
壇
に
新
風
を

お
く
る
伊
藤
正
規
氏
、
ま
た
「
 

市
褒
賞
」
に
は
、
初
代
市
長
を

つ
と
め
、
地
方
自
治
に
つ
く
し

た
外
崎
千
代
吉
氏
、
長
年
消
防

活
動
に
従
事
し
た
荒
谷
勝
太
郎

氏
、
さ
ら
に
満
百
歳
と
い
う
長

寿
を
全
う
し
て
い
る
真
藤
ひ
て

さ
ん
の
五
人
が
決
ま
り
十
一
月

三
日

「
文
化
の
日
」
に
授
賞
式

が
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。
 

ま
た
「
文
化
褒
賞
」
と
「
市

ほ
う
賞
」
を
受
賞
し
た
配
偶
者

に
対
し
て
は
、
そ
の
内
助
の
功

に
報
い
る
た
め
「
内
助
功
労
章
 

」
を
贈
っ
て
、
長
年
に
わ
た
る

内
助
を
た
た
え
ま
す
。
 

る
 

ま
 

き
」
 

一
者
 

尚
貝
 

受
 

の
 

尚
貝
 11月 3日に授賞式 

r
 

'
 

市
で
ば
、
四
十
七
年
度
か
ら
 

「
文
化
の
振
興
、
発
展
に
功
績
 

が
あ
り
」
 
「
公共
福
祉
の
増
進
 

④
 

れ
た
」
市
民
を
顕
彰
す
る
こ
と
 

に
業
績
を
残
し
」
 
「
徳
行
の
秀
 

に
な
り
、
さ
る
九
月
三
十
日
か
 

昭
和
二
十
九
年
に
市
制
を
施

行
し
て
か
ら
十
八
年
の
歳
月
が

経
ち
ま
し
た
が
、
五
所
川
原
市

も
め
ま
ぐ

る
し

い
時
代
の

変

革
に
対

応
し

な
が
ら

西
北
五
 

ゆ
る
障
害
を
克
服
し
な
が
ら
市

の
文
化
の
振
興
、
発
展
、
福
祉

の
増
進
に
大
き
な
功
績
が
あ
っ

た
方
々
を
顕
彰
し
、
そ
の
労
苦

に
い
さ
さ
か
な
り
と
も
報
い
ょ
 

き
決
定
い
た
し
ま
し
た
。
 

文
化
ほ
う
賞
、
市
ほ
う
賞
が

贈
ら
れ
る
方
は
、
市
民
の
模
範

と
し
て
ま
こ
と
に
ふ
さ
わ
し
い

立
派
な
方
々
で
あ
り
ま
す
。
ま
 

ら
施
行
し
た
表
彰
規
則
で

「
文
 

化
褒
賞
」
 
「
市褒
賞
」
を
制
定
 

し
ま
し
た
。
 

に
は
、
風
土
病
と
と
り
く
み
文
 

そ
の
第
一
回

「
文
化
褒
賞
」
 

地
域
の
中
心
都

市
に
ふ
さ
わ
し

い
成
長
を
遂
げ

て
き
ま
し
た
。
 

こ
の
発
展
は
 

表
彰
に

あ
た
っ
て
 

市
 
長
 

佐
々
木
栄
造
 

た
ほ
う
賞
を
受

け
ら
れ
る
方
々

に
陰
な
が
ら
尽

し
て
こ
ら
れ
た

奥
さ
ま
方
に
は
 

市
褒
賞
」
に
は
、
初
代
市
長
を
 

増
田
桓
一
氏
、
画
壇
に
新
風
を
 

化
、
体
育
の
振
興
に

つ
く
し
た
 

た
外
崎
千
代
吉
氏
、
長
年
消
防
 

お
く
る
伊
藤
正
規
氏
、
ま
た
「
 

つ
と
め
、
地
方
自
治
に
つ
く
し
 

ひ
と
え
に
五
万
市
民
の
努
力
に

よ
る
も
の
で
常
日
頃
深
く
感
謝

申
し
あ
げ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。
 

こ
う
し
た
社
会
の
激
し
い
移

り
変
り
の
中
に
お
い
て
、
あ
ら
 

う
と
「
五
所
川
原
市
表
彰
規
則
 

」
を
作
り
、
今
年
は
、
そ
の
第

一
回
の
表
彰
で
あ
り
ま
す
。
 

表
彰
者
の
選
考
に
あ
た
っ
て

は
、
表
彰
推
せ
ん
委
員
会
に
は

か
り
、
慎
重
に
ご
審
議
い
た
だ
 

内
助
功
労
章
を
贈
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
 

表
彰
者
に
対
し
ま
し
て
は
市

民
と
と
も
に
心
か
ら
お
祝
い
を

申
し
あ
げ
ま
す
。
 

活
動
に
従
事
し
た
荒
谷
勝
太
郎
 

氏
、
さ
ら
に
満
百
歳
と
い
う
長
 

が
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。
 

」
を
贈
っ
て
、
長
年
に
わ
た
る
 

内
助
を
た
た
え
ま
す
。
 

寿
を
全
う
し
て
い
る
真
藤
ひ
て
 

さ
ん
の
五
人
が
決
ま
り
十
一
月
 

三
日
「
文
化
の
日
」
 
に
授
賞
式
 

ほ
う
賞
」
を
受
賞
し
た
配
偶
者
 

に
対
し
て
は
、
そ
の
内
助
の
功

に
報
い
る
た
め
「
内
助
功
労
章
 

ま
た
「
文
化
褒
賞
」
と
「
市
 

11月 3日に授賞式 
一
 

'
 

文
化
褒
賞
 

伊藤正規氏 	 夫人ェイさん 	 増田桓一氏 夫人芳子さん 

伊
 
藤
 

正
 
規
氏
（
六

〇

）
 

東
京
都
練
馬
区
豊
玉
北
四
丁
目
二
五
番
地

市
内
梅
田
出
身
で
画
家
、
光
風
会

々
員
。

昭
和
十
七
年
東
京
美
術

学
校
（
現
芸
大
）
を
卒
業
し
、
画
家
と
し
て
の
一
歩
を
踏
み

出
し
ま

し
た
。
氏
の
作
風
は
独
特
の
持
味
が
あ
っ
て
、
デ

ッ
サ
ン
の
確
か
さ

は
定
評
が
あ
り
ま
す
。
昭
和
四
十
五
年
の
日
展
出
品
作
品
 
「
窓
」
が

そ
の
最
高
栄
誉
で
あ
る
特
選
に
輝
き
、

デ

ッ
サ
ン
の
す
ば
ら
し
さ
、
 

色
彩
の
濃
淡
に
よ
る
遠
近
の
新
表
現
は
新
し
い
画

の
領
域
を
拓
い
た

も
の
と
し
て
全
国
的
に
絶
讃
を
う
け
ま
し
た
。
大
作
を
画
く
場
合
、
 

必
ず
梅
田
に
帰
り
思
索
し
筆
を
執
る
と
い
う
、

題
材
を
故
郷
の
美
し

さ
に
求
め
絵
を
と
お
し
て
故
郷
の
美
し
さ
を
多
く
の

人
々
に
紹
介
し

て
き
ま
し
た
。
依
頼
を
う
け
て
市
内
の
学
校
の
校
章
の
制
作

に
当
る

な
ど
秀
れ
た
作
品
は
感
銘
を
与
え
て
い
ま
す
。
 

内

助
功
労
章
 

夫
人
 

芳
子
さ

ん
 

夫
君
と
共
に
画
家
で
あ
り
、
画
家
と
し
て
の
助
言
は
も
と
よ
り
、
 

家
庭
に
あ
っ
て
は
一
般
婦
人
と

変
り
な
く
務
め
、
夫
君
の
郷
里
へ
の

理
解
と
愛
着
を
深
め
て
い
r
t
 

増
 
田
 

桓
 

一
氏

（
六
三
）
 

市
内
新
町
四
二
番
地
 

昭
和
十
九
年
、
増
田
病
院
長
に
就
任
以
来
、
 不
治
の
病
と
い
わ
れ

た
風
土
病
ク
シ
ビ
・
ガ
ッ
チ
ャ
キ
4
を
研
究
、

究
明
し
、
 独
自
の
治

療
法
を
開
発
し
て
風
土
病
の

病
禍
か
ら
多
く
の
人

々
を
救
い
ま
し

た
。
学
界
は
も
ち
ろ
ん
、
当
地
方
の
保
健
衛
生
思
想
の
向
上
に
大
き

な
功
績
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
ま
た
日

本
国
際
連
合
協
会
設
立

と
と
も

に
そ
の
主
旨
に
い
ち
は
や
く
賛
同
さ
れ
、
 昭
和
二
十
ニ
年
か
ら

五
所

川
原
支
部
長
と
な
っ
て
、
国
際
理
解
と
平
和
精
神
の

普
及
、

実
践
に

努
め
今
日
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。
 

さ
ら
に
北
五
医
師
会
長
、

市
体
育
協
会
長
、

市
文
化
振
興
会
議
会

長
、
市
社
会
福
祉
協
議
会
長
や
各
種
審
議
会
委

員
を
歴
任
し
、
本
業

の
医
療
は
も
と
よ
り
文
化
、
体
育
、
社
会
奉
仕
活
動
に
長
年
に

わ
た

っ
て
尽
力
し
て
い
ま
す
。
 

内

助
功

労
章
 

夫
人
 
ェ

イ
さ
ん
 

昭
和
十
一
年
、
増
田
氏
と
結
婚
以
来
、
陰
に
陽
に

謙
虚
に

夫
と
共
 

に
歩
ん
で
、
内
助
の
功
を
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。
 

一
 市
 

褒
 

賞
 
一
 

外
 
崎
 

千
代
吉
丙
（
七
五
）
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表
 
彰
推
 
せ
 
ん
 

委
員

会
委
員
 

会
 
長
 

村
 
上
 
純
 
一

副
会
長
 
角
 

田
 
昭
 
三

委
 
員
 
秋

田
長
兵
衛
、
平

山
金
三
郎
、
石
岡
義
雄
、
阿
部

芳
五
郎
、
江
渡
セ
ッ
、
坂
本
庸

一
、
小
野
雄
蔵
、
小
栗
山
作
太
 

白
ハ
 

（
順
不
同
、
敬
称
略
）
 

二文化褒賞二●二市褒 

r
 

夫人ミセさん 	 荒谷勝太郎氏 夫人いとさん 	 外崎千代吉氏 

昭
和
十
年
県
議
会
議
員
に
当
選
、
 
一
時
新
聞
社
経
営
に

当
た
る
な

ど
、
言
論
界
一
方
の
雄
と
l
J
 
 

嘘
し
た
こ
と
も
あ
る
が
、
沼
和

一
一十

ニ
年
衆
議
院
議
員
に
立
候
補
、
 
数
多
く
の

候
補
者
の
中
に
あ
っ
て

青
森
県
二
区
か
ら
見
事
当
選
し
津
軽
の
た
め
万
丈

の
気
を
吐

い
た
。
 

町
村
合
併
で

誕
生
し

た
市
の

初
代
市
長
と
な
り
、

昭
和
三
十
二
年

に
開
催
し
た
ク
平
和
産
業
博
覧
会
4

で
は
、
学
校
敷
地
、

住
宅
団
地

敷
地
と
し
て
買
収
し
た
約
二
万
坪
を
会
場
に
充
て
、
全
国
的
な
注
目

を
集
め
各
方
面

か
ら
賞
讃
を
浴
び
、
五
十
二
日
間
開
催
さ
れ
た

こ
と

は
長
く
市
政
史
上
に
残
る
業
績
で
す
。

在
任
中
か
ら
市
の
遺
族
連
合

会
長
と
し
て
市
内
一
千
人
遺
族
の
た
め
会
の
発

展
と
充
実
に

つ
と
め

ま
し
た
。
長
年
の
地
方
自
治
功
労
者
と
し
て
勲
四
等
瑞
宝
章
を
う
け

て
い
ま
す
。
 

内
助
功
労
章
 

夫
人
 
い
と

さ

ん
 

夫
君
が
政
治
の
た
め
家
庭
に
不
在
が
ち
の
た
め
、
 い
っ
さ
い
は
夫

人
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
、
五
十
年
間
に
わ
た
る
血
の
に
じ

む
努
力
が
あ
 

り
ま
し
た
。
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荒
 

谷
 
勝

太
郎
氏
（
七
四
）
 

市
内
中
平
井
町
八
五
番
地
 

町
村
合
併
に
よ
る
新
消
防
団
の
組
織
固
め
と
強

化
に
貢
献
し

ま
し

た
。
昭
和
十
九
年
、
二
十
一
年
の
大
火
に
際
し
て
は
的
確
な
指
導
と

消
火
で
避
難
救
助
活
動
に
全
力
を
あ
げ
、
ひ
と
り
の
死

者
も
な
く
鎮

火
に
成
功
し
た
の
は
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

昭
和
二
十
六
年
、
五
所
川
原
町
町
議
に
選
任
さ

れ
る
と
、
 と
く
に

消
防
行
政
の
充
実
に
努
め
、
消
防
施
設
の
強
化
促
進
に

尽
力
し
た
功

績
で
、
三
十
四
年
二
月
県
ほ
う
賞
を
贈
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

四
十
二
年
、
市
消
防
審
議
会
が
設
置
さ
れ
る
に
あ

た
り
初
代
会

長

に
選
ば
れ
、
老
令
に
か
か
わ
ら
ず
日
夜
、
市
消
防
行

政
の
充

実
強
化

に
尽
さ
れ
、
現
在
な
お
ク
カ
ク
シ
 ヤ
ク
ク
と
卒
先
し
て
活
躍
し
て
お

り
市
民
か
ら
称
賛
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
 

内
助
功
労
章
 

夫
人
 
ミ

七
さ
ん
 

消
防
団
長
の
要
職
に
あ
っ
た
夫
君
を
助
け
、

励
ま
し
火
災
発
生
の

報
を
受
け
る
や
長
靴
、
刺
子
、
 ト
ビ
ロ
、
高
張
ち
よ
う
ち
ん
を
手
際

よ
く
手
渡
し
、
夫
を
火
災
現
場
に

送
り
出
し
た
内
助

の
功
は
は
か
り

知
れ
な
い
。
 

⑤
 

（ことしの「敬老の日」に写す） 

真

藤
 
ひ
て

さ
ん
（
一

〇
〇
）
 

市
内
羽
野
木
沢
字
隈
無
二
四
番
地

ひ
て
さ
ん
は
、
明
治
五
年
五
月
二
十
五
日
、
旧

飯
詰
村
の
神
官
松
野
伝
（
つ
た
え
）
さ
ん
と
つ
ね

夫
人
の
間
に
生
ま
れ
、
こ
と
し
五
月
二
十
五
日
満

百
歳
の
長
寿
を
全
う
さ
れ
、
人
生
に
大
き
な
夢
と

希
望
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
 

長
寿
者
と
し
て
敬
老
の
日
に
田
中
総
理
大
臣
か

ら
顕
彰
状
と
銀
杯
を
う
け
、
県
知
事
、
県
社
協
、
 

市
長
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
が
、
い
ま
で
も
居
間

で
テ
レ
ビ
や
新
聞
を
見
て
社
会
批
判
を
ブ
ッ
元
気

さ
で
す
。
こ
れ
ま
で
、
部
落
の
子
女
が
満
足
な
教

育
を
う
け
て
い
な
い
の
に
も
心
を
痛
め
、
自
宅
に

裁
縫
塾
を
設
け
作
法
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
な
ど
、
 

子
女
教
育
に
も
尽
力
し
て
き
ま
し
た
。
 

村
民
の
尊
敬
と
信
望
を
集
め
、
多
く
の
お
と
し

よ
り
に
ク
老
後
4

の
自
信
を
与
え
ま
し
た
。
 

市
表
彰
規
則
 

ク
文
化
ほ
う
賞
4

ク
市
ほ
う

賞
4

は
、
さ
る
九
月
三
十
日
施

行
し
た

「
市
表
彰
規
則
」
で
、
 

市
長
が
委
嘱
し
た
委
員
（
十
人
 

）
か
ら
な
る
「
市
表
彰
推
せ
ん

委
員
会
」
に
は
か
っ
て
市
長
が

決
め
ま
す
。
 

表
彰
の
範
囲
は
①
芸
術
、
学

術
、
教
育
お
よ
び
体
育
な
ど
の

振
興
、
発
展
②
市
政
の
進
展
③

産
業
経
済
の
発
展
な
ど
に
著
し

く
功
績
が
あ
り
、
ま
た
、
④
徳

行
が
と
く
に
秀
れ
た
市
民
な
ど

に
与
え
ら
れ
ま
す
。
 

ま
た
表
彰
を
う
け
た
も
の
の

配
偶
者
で
、
内
助
の
功
が
顕
著

な
も
の
に
対
し
て
は
ク
内
助
功

労
章
4

を
贈
り
ま
す
。
 

表
 
彰
推
 
せ
 
ん
 

委
員

会
委
員
 

会
 
長
 

村
 
上
 
純
 
一

副
会
長
 
角
 

田
 
昭
 
三

委
 
員
 
秋

田
長
兵
衛
、
平

山
金
三
郎
、
石
岡
義
雄
、
阿
部

芳
五
郎
、
江
渡
セ
ッ
、
坂
本
庸

一
、
小
野
雄
蔵
、
小
栗
山
作
太
 

白
ハ
 

（
順
不
同
、
敬
称
略
）
 

二文化褒賞二●二市褒 

r
 

夫人ミセさん 	 荒谷勝太郎氏 夫人いとさん 	 外崎千代吉氏 

昭
和
十
年
県
議
会
議
員
に
当
選
、
 
一
時
新
聞
社
経
営
に

当
た
る
な

ど
、
言
論
界
一
方
の
雄
と
l
J
 
 

嘘
し
た
こ
と
も
あ
る
が
、
沼
和

一
一十

ニ
年
衆
議
院
議
員
に
立
候
補
、
 
数
多
く
の

候
補
者
の
中
に
あ
っ
て

青
森
県
二
区
か
ら
見
事
当
選
し
津
軽
の
た
め
万
丈

の
気
を
吐

い
た
。
 

町
村
合
併
で

誕
生
し

た
市
の

初
代
市
長
と
な
り
、

昭
和
三
十
二
年

に
開
催
し
た
ク
平
和
産
業
博
覧
会
4

で
は
、
学
校
敷
地
、

住
宅
団
地

敷
地
と
し
て
買
収
し
た
約
二
万
坪
を
会
場
に
充
て
、
全
国
的
な
注
目

を
集
め
各
方
面

か
ら
賞
讃
を
浴
び
、
五
十
二
日
間
開
催
さ
れ
た

こ
と

は
長
く
市
政
史
上
に
残
る
業
績
で
す
。

在
任
中
か
ら
市
の
遺
族
連
合

会
長
と
し
て
市
内
一
千
人
遺
族
の
た
め
会
の
発

展
と
充
実
に

つ
と
め

ま
し
た
。
長
年
の
地
方
自
治
功
労
者
と
し
て
勲
四
等
瑞
宝
章
を
う
け

て
い
ま
す
。
 

内
助
功
労
章
 

夫
人
 
い
と

さ

ん
 

夫
君
が
政
治
の
た
め
家
庭
に
不
在
が
ち
の
た
め
、
 い
っ
さ
い
は
夫

人
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
、
五
十
年
間
に
わ
た
る
血
の
に
じ

む
努
力
が
あ
 

り
ま
し
た
。
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荒
 

谷
 
勝

太
郎
氏
（
七
四
）
 

市
内
中
平
井
町
八
五
番
地
 

町
村
合
併
に
よ
る
新
消
防
団
の
組
織
固
め
と
強

化
に
貢
献
し

ま
し

た
。
昭
和
十
九
年
、
二
十
一
年
の
大
火
に
際
し
て
は
的
確
な
指
導
と

消
火
で
避
難
救
助
活
動
に
全
力
を
あ
げ
、
ひ
と
り
の
死

者
も
な
く
鎮

火
に
成
功
し
た
の
は
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

昭
和
二
十
六
年
、
五
所
川
原
町
町
議
に
選
任
さ

れ
る
と
、
 と
く
に

消
防
行
政
の
充
実
に
努
め
、
消
防
施
設
の
強
化
促
進
に

尽
力
し
た
功

績
で
、
三
十
四
年
二
月
県
ほ
う
賞
を
贈
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

四
十
二
年
、
市
消
防
審
議
会
が
設
置
さ
れ
る
に
あ

た
り
初
代
会

長

に
選
ば
れ
、
老
令
に
か
か
わ
ら
ず
日
夜
、
市
消
防
行

政
の
充

実
強
化

に
尽
さ
れ
、
現
在
な
お
ク
カ
ク
シ
 ヤ
ク
ク
と
卒
先
し
て
活
躍
し
て
お

り
市
民
か
ら
称
賛
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
 

内
助
功
労
章
 

夫
人
 
ミ

七
さ
ん
 

消
防
団
長
の
要
職
に
あ
っ
た
夫
君
を
助
け
、

励
ま
し
火
災
発
生
の

報
を
受
け
る
や
長
靴
、
刺
子
、
 ト
ビ
ロ
、
高
張
ち
よ
う
ち
ん
を
手
際

よ
く
手
渡
し
、
夫
を
火
災
現
場
に

送
り
出
し
た
内
助

の
功
は
は
か
り

知
れ
な
い
。
 

⑤
 

（ことしの「敬老の日」に写す） 

真

藤
 
ひ
て

さ
ん
（
一

〇
〇
）
 

市
内
羽
野
木
沢
字
隈
無
二
四
番
地

ひ
て
さ
ん
は
、
明
治
五
年
五
月
二
十
五
日
、
旧

飯
詰
村
の
神
官
松
野
伝
（
つ
た
え
）
さ
ん
と
つ
ね

夫
人
の
間
に
生
ま
れ
、
こ
と
し
五
月
二
十
五
日
満

百
歳
の
長
寿
を
全
う
さ
れ
、
人
生
に
大
き
な
夢
と

希
望
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
 

長
寿
者
と
し
て
敬
老
の
日
に
田
中
総
理
大
臣
か

ら
顕
彰
状
と
銀
杯
を
う
け
、
県
知
事
、
県
社
協
、
 

市
長
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
が
、
い
ま
で
も
居
間

で
テ
レ
ビ
や
新
聞
を
見
て
社
会
批
判
を
ブ
ッ
元
気

さ
で
す
。
こ
れ
ま
で
、
部
落
の
子
女
が
満
足
な
教

育
を
う
け
て
い
な
い
の
に
も
心
を
痛
め
、
自
宅
に

裁
縫
塾
を
設
け
作
法
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
な
ど
、
 

子
女
教
育
に
も
尽
力
し
て
き
ま
し
た
。
 

村
民
の
尊
敬
と
信
望
を
集
め
、
多
く
の
お
と
し

よ
り
に
ク
老
後
4

の
自
信
を
与
え
ま
し
た
。
 

市
表
彰
規
則
 

ク
文
化
ほ
う
賞
4

ク
市
ほ
う

賞
4

は
、
さ
る
九
月
三
十
日
施

行
し
た

「
市
表
彰
規
則
」
で
、
 

市
長
が
委
嘱
し
た
委
員
（
十
人
 

）
か
ら
な
る
「
市
表
彰
推
せ
ん

委
員
会
」
に
は
か
っ
て
市
長
が

決
め
ま
す
。
 

表
彰
の
範
囲
は
①
芸
術
、
学

術
、
教
育
お
よ
び
体
育
な
ど
の

振
興
、
発
展
②
市
政
の
進
展
③

産
業
経
済
の
発
展
な
ど
に
著
し

く
功
績
が
あ
り
、
ま
た
、
④
徳

行
が
と
く
に
秀
れ
た
市
民
な
ど

に
与
え
ら
れ
ま
す
。
 

ま
た
表
彰
を
う
け
た
も
の
の

配
偶
者
で
、
内
助
の
功
が
顕
著

な
も
の
に
対
し
て
は
ク
内
助
功

労
章
4

を
贈
り
ま
す
。
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1
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ー
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ー
1
2月
2
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⑥
 
市

税
完
納
強
調
期
間
 

完
納
で
新
し
い
年
を
 

市
で
は
十
一
月
一
日
か
ら
十
 

固
定
資
産
税

（
第
四
期
）
十

二
月
二
十
八
日
ま
で
を
「
市
税
 

一
月
三
十
日
 

完
納
強
調
期
間
」
に
定
め
て
お
 
保

険
税

（
第
三
期
）
十
一
月

り
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
ご
協
力
 

三
十
日
 

を
お
願
い
し
ま
す
。
 

市
県
民
税

（
第
四
期
）
十
一
一

お
手
も
と
の
納
税
通
知
書
を
 

月
二
十
八
日
 

い
ま
一
度
た
し
か
め
、
十
二
月
 
保

険
税

（
第
四
期
）
十
二
月

二
十
八
日
ま
で
に
は
、
す
べ
て
 
二
十

八
日
 

の
税
金
を
完
納
し
て
、
明
る
い
 
▽

ま
だ
納
税
貯
蓄
組
合
に
入
 

年
を
迎
え
ま
し
よ
う
。
 

っ
て
い
な
い
方
へ
 

▽
こ
れ
か
ら
の
市
税
納
期
限
は
 

市
の
納
税
貯
蓄
組
合
は
、
現
 

1
1
納
税
者
の
声
を
 

一
 

一
 

聞
く
旬
間

ー
 
」
 

十
一
月
一
日
か
ら
十
日
ま
で

は

「
納
税
者
の
声
を
聞
く
旬
間
 

」
と
し
て
、
国
税
庁
、
国
税
局

を
は
じ
め
全
国
の
税
務
署
で
い

ろ
い
ろ
な
行
事
を

行
な
．い
ま

す
。
 

こ
の
旬
間
は
、
納
税
者
の
か

た
が
た
か
ら
、
税
金
に
対
す
る

苦
情
や
要
望
、
税
務
職
員
の
応

待
な
ど
に
つ
い
て
の
ご
意
見
を
 

一
 

一
  
奥
さ
ま
方
へ
 
一
 

五
所
川
原
市
の
国
民
年
金
事

業
も
着
々
成
果
を
あ
げ
、
市
民

の
生
活
に
ゆ
る
ぎ
な
く
定
着
し

つ
つ
あ
り
ま
す
。
 

い
っ
せ
い
に
 「
 

国
民
年
金
普
及

推
進
月
間
」
と

定
め
任
意
加
入

を
す
す
め
て
い

ま
す
。
 

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
は

将
来
、
ご
主
人
が
加
入
し
て
お

ら
れ
る
年
金
制
度
に
頼
る
こ
と

が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
、
奥

さ
ん
自
身
を
保
障
す
る
独
自
の

公
的
年
金
制
度
が
な
く
、
国
民

皆
年
金
の
現
在
に
あ
っ
て
も
、
 

く
ノ、
ノ、
ノ、ー
、

く
，

く
く
ノ

、

う
ー

ノ
 
 

お
聞
き
し
て
、
今
後
の
税
制
や

税
務
の
仕
事
の
上
に
反
映
さ
せ

る
と
と
も
に
、
税
務
署
の
仕
事

の
内
容
や
納
税
の
意
義
を
よ
く

理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
行

な
う
も
の
で
す
。
 

日
ご
ろ
税
金
に

つ
い
て
考
え

て
お
ら
れ
る
ご
意
見
や
ご
要
望

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
こ
の
機
会

に
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
 

年
金
制
度
の
谷
間
に
と
り
の
こ

さ
れ
た
人
び
と
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
 

そ
こ
で
奥
さ
ん
自
身
に
も
年

金
が
う
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
と

く
に

国
民
年

金
制

度
に
任
意

加
入

の
道
が
開

か
れ

て
い
ま
 

す
。
奥
さ
ん
も
国
民
年
金
に
加

入
で
き
る
わ
け
で

す

が
、
も

し
、
加
入
し
て
い
な
い
と
、
年

金
制
度
か
ら
永
久
に
と
り
の
こ

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
物

価
に
対
す
る
関
心
と
同
じ
よ
う

に
、
奥
さ
ん
自
身
年
金
に
も
関

心
を
持
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
 
 

在
百
七
十
五
組
合
で
、
組
合
員

数
は
六
千
百
十
四
世
帯
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。
組
合
員
の
方
は

計
画
的
な
納
税
準
備
預
金
で
す

べ
て
完
納
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
 

ま
だ
組
合
に
入
っ
て
い
な
い

方
は
、
す
ぐ
地
域
の
組
合
に
加

入
し
て
、
納
め
や
す
く
完
納
し

ま
し
よ
う
。
 

▽
次
の
金
融
機
関
で
税
金
を

納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
 

青
森
銀
行
五
所
川
原
支
店
、
 

弘
前
相
互
銀
行
五
所
川
原
支
店

青
和
銀
行
五
所
川
原
支
店
、
津

軽
信
用
金
庫
五
所
川
原
支
店
、
 

手
軽
に
利
用
で
き
る
保
険
と

し
て
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
て
い

る
ク
郵
便
局
の
簡
易
保
険
4
で

は
、
こ
の
ほ
ど
七
倍
保
障
の
ク

ニ
 
ユ
ー
ク
ロー
バ
ー
保
険
ク
を

発
売
し
ま
し
た
。
 

こ
の
保
険
は
、
こ
れ
ま
で
の

保
険
に
比
べ
て
安
い
掛
金
で
大

き
な
保
障
が
得
ら
れ
る
と
い
う

す
ぐ
れ
た
特
長
を
も
っ
て
い
ま

す
。
満
期
保
険
金
百
万
円
の
場

合
、
災
害
や
事
故
な
ど
が
あ
っ

た
と
き
に
は
七
百
万
円

（
二
年
 

思
い
ま
す
。
 

ち
よ
っ
と
し
た
心
掛
ひ
と
つ

で
、
奥
さ
ん
自
身
の
老
令
年
金

は
も
ち
ろ
ん
、
思
わ
ぬ
事
故
な

ど
で
障
害
者
や
母
子
家
庭
と
な

っ
た
場
合
で
も
、
国
民
年
金
が

支
給
さ
れ
、
生
活
の
さ
さ
い
に
 

な
っ
て
く
れ
ま
 

す
。
 

青
森
県
信
用
組
合
五
所
川
原
支

店
、
青
森
銀
行
原
子
支
店
、
北

奥
羽
信
用
金
庫
七
和
支
店
、

五

所
川
原
市
農
協
」
辱
支
所
 

経
過
後
で
重
い
過
失
が
な
い
と

き
）
お
支
払
い
し
ま
す
が
、
毎

月
の
掛
金
は
わ
ず
か
五
千
三
百

五
十
円

（
三
〇
歳
、
期
間
二
十

年
）
と
大
変
割
安
に
な
っ
て
い

ま
す
。
 

そ
の
ほ
か
の
保
障
と
し
て
、
 

災
害
や
事
故
で
入
院
さ
れ
た
と

き
に
は
入
院
保
険
金
と
し
て
一

日
あ
た
り
三
千
円
を
百
二
十
日

ま
で
お
支
払
い
し
、
ま
た
災
害

や
事
故
で
指
や
手
足
を
な
く
さ

れ
た
と
き
に
は
、
そ
の
程
度
に

よ
っ
て
小
指
一
本
の
三
十
万
円

か
ら
最
高
三
百
万
円
ま
で
お
支

払
い
し
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
に
、
 ニ
 
ユー
ク
ロ
 

ー
バ
ー
保
険
は
安
い
掛
金
で
大

き
く
巾
広
い
保
障
を
し
ま
す
の

で
、
と
く
に
働
き
盛
り
の
ご
主

人
に
ピ
 
ツ
タ
リ
の
保
険
と
い
え

ま
す
。
 
（
五
所
川
原
郵
便
局
）
 

堆
 
肥
 
生
 
産
 に
 

ー
一2
 の
 
補
 
助
 

市
で
は
地
力
を
高
め
、
う
ま

い
米
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め

四
十
六
年
度
に
引
き
続
き
、
堆

肥
生
産
農
家
に
補
助
金
を
出
し

ま
す
。
 

補
助
の
対
象
に
な
る
の
は
、
 

ー
カ
所
二
十
7
1
ル
分
以
上
の

堆
肥
生
産
に
必
要
な
木
ワ
ク
な

ど
の
資
材
、
石
灰
チ
ッ
ソ
な
ど

の
経
費
に
つ
い
て
二
分
の

一
、
 

五
千
円
を
限
度
と
し
て
補
助
し

ま
す
o
 

稲
わ
ら
は
、
土
へ
還
元
す
る

よ
う
に
努
め
ま
し
よ
う
。
 

こ
の
十
一
月
 

一
日
か
ら
全
国
 

任
意
加
入
の
お
す
す
め
 

1
1月
ー
日
か
ら
年
金
普
及
推
進
月
間
 

奥
さ
ん
自
身

の
将
来
の
た
め

ぜ
ひ
任
意
加
入

さ
れ
ま
す
よ
う

お
す
す
め
し
ま
 

す
。
 

ま
た
任
意
加
入
者
に
つ
い
て

は
高
額
年
金
、
つ
ま
り

「
所
得

比
例
制
度
」
に
加
入
す
る
権
利

も
与
え
ら
れ
ま
す
。
詳
し
い
こ

と
は
健
康
年
金
課

国
民
年
金

係
へ
お
間
い
あ
わ
せ
く
だ
さ

い
。
 

1

七
倍
保
障
の
ニ
ユ
 

ー
 

ー
 

ク
ロ
ー
バ
ー
保
険
発
売

ー
一
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合
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1
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一
 

十
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月
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日
か
ら
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日
ま
で

は

「
納
税
者
の
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を
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く
旬
間
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と
し
て
、
国
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庁
、
国
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局

を
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め
全
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の
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ろ
い
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こ
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、
納
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や
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税
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職
員
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ご
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方
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五
所
川
原
市
の
国
民
年
金
事

業
も
着
女
成
果
を
あ
げ
、
市
民

の
生
活
に
ゆ
る
ぎ
な
く
定
着
し

つ
つ
あ
り
ま
す
。
 

こ
の
十
一
月

一
日
か
ら
全
国

い
っ
せ
い
に
 「
 

国
民
年
金
普
及

推
進
月
間
」
と

定
め
任
意
加
入

を
す
す
め
て
い

ま
す
。
 

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
は

将
来
、
ご
主
人
が
加
入
し
て
お

ら
れ
る
年
金
制
度
に
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と

が
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る
と
い
う
こ
と
で
、
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さ
ん
自
身
を
保
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独
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の
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的
年
金
制
度
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、
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民
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に
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く
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ノ、
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く
‘
く

く
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お
聞
き
し
て
、
今
後
の
税
制
や

税
務
の
仕
事
の
上
に
反
映
さ
せ

る
と
と
も
に
、
税
務
署
の
仕
事

の
内
容
や
納
税
の
意
義
を
よ
く

理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
行

な
う
も
の
で
す
。
 

日
ご
ろ
税
金
に
つ
い
て
考
え

て
お
ら
れ
る
ご
意
見
や
ご
要
望

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
こ
の
機
会

に
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
 

年
金
制
度
の
谷
間
に
と
り
の
こ

さ
れ
た
人
び
と
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
 

そ
こ
で
奥
さ
ん
自
身
に
も
年

金
が
う
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
と

く
に

国
民
年

金
制

度
に
任
意

加
入
の
道
が
開

か
れ
て

い
ま
 

す
。
奥
さ
ん
も
国
民
年
金
に
加

入
で
き
る
わ
け
で

す

が
、
も

し
、
加
入
し
て
い
な
い
と
、
年

金
制
度
か
ら
永
久
に
と
り
の
こ

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
物

価
に
対
す
る
関
心
と
同
じ
よ
う

に
、
奥
さ
ん
自
身
年
金
に
も
関

心
を
持
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
 

在
百
七
十
五
組
合
で
、
組
合
員

数
は
六
千
百
十
四
世
帯
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。
組
合
員
の
方
は

計
画
的
な
納
税
準
備
預
金
で
す

べ
て
完
納
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
 

ま
だ
組
合
に
入
っ
て
い
な
い

方
は
、
す
ぐ
地
域
の
組
合
に
加

入
し
て
、
納
め
や
す
く
完
納
し

ま
し
よ
う
。
 

▽
次
の
金
融
機
関
で
税
金
を

納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
 

青
森
銀
行
五
所
川
原
支
店
、
 

弘
前
相
互
銀
行
五
所
川
原
支
店

青
和
銀
行
五
所
川
原
支
店
、
津

軽
信
用
金
庫
五
所
川
原
支
店
、
 

手
軽
に
利
用
で
き
る
保
険
と

し
て
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
て
い

る
ク
郵
便
局
の
簡
易
保
険
4

で

は
、
こ
の
ほ
ど
七
倍
保
障
の
ク

ニ
 
ユ
ーク
ロ
ー
バ
ー
保
険
ク
を

発
売
し
ま
し
た
。
 

こ
の
保
険
は
、
こ
れ
ま
で
の

保
険
に
比
べ
て
安
い
掛
金
で
大

き
な
保
障
が
得
ら
れ
る
と
い
う

す
ぐ
れ
た
特
長
を
も
っ
て
い
ま

す
。
満
期
保
険
金
百
万
円
の
場

合
、
災
害
や
事
故
な
ど
が
あ
っ

た
と
き
に
は
七
百
万
円

（
二
年
 

思
い
ま
す
。
 

ち
よ
っ
と
し
た
心
掛
ひ
と
つ

で
、
奥
さ
ん
自
身
の
老
令
年
金

は
も
ち
ろ
ん
、
思
わ
ぬ
事
故
な

ど
で
障
害
者
や
母
子
家
庭
と
な

っ
た
場
合
で
も
、
国
民
年
金
が
 

生
活
の
さ
さ
い
に

な
っ
て
く
れ
ま

す
。
 

奥
さ
ん
自
身

の
将
来
の
た
め

ぜ
ひ
任
意
加
入
 

さ
れ
ま
す
よ
う

お
す
す
め
し
ま
 

す
。
 

ま
た
任
意
加
入
者
に
つ
い
て

は
高
額
年
金
、
つ
ま
り

「
所
得

比
例
制
度
」
に
加
入
す
る
権
利

も
与
え
ら
れ
ま
す
。
詳
し
い
こ

と
は
健
康
年
金
課

国
民
年
金

係
へ
お
間

い
あ
わ
せ
く

だ
さ
 

、
 
。
 

青
森
県
信
用
組
合
五
所
川
原
支

店
、
青
森
銀
行
原
子
支
店
、
北

奥
羽
信
用
金
庫
七
和
支
店
、
 五

所
川
原
市
農
協
一
一
辱支
所
 

経
過
後
で
重
い
過
失
が
な
い
と

き
）
お
支
払
い
し
ま
す
が
、
毎

月
の
掛
金
は
わ
ず
か
五
千
三
百

五
十
円

（
三
〇
歳
、
期
間
二
十

年
）
と
大
変
割
安
に
な
っ
て
い

ま
す
。
 

そ
の
ほ
か
の
保
障
と
し
て
、
 

災
害
や
事
故
で
入
院
さ
れ
た
と

き
に
は
入
院
保
険
金
と
し
て
一

日
あ
た
り
三
千
円
を
百
二
十
日

ま
で
お
支
払
い
し
、
ま
た
災
害

や
事
故
で
指
や
手
足
を
な
く
さ

れ
た
と
き
に
は
、
そ
の
程
度
に

よ
っ
て
小
指
一
本
の
三
十
万
円

か
ら
最
高
三
百
万
円
ま
で
お
支

払
い
し
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
に
、
 ニ
 
ユー
ク
ロ
 

ー
バ
ー
保
険
は
安
い
掛
金
で
大

き
く
巾
広
い
保
障
を
し
ま
す
の

で
、
と
く
に
働
き
盛
り
の
ご
主

人
に
ピ
 
ツ
タ
リ
の
保
険
と
い
え

ま
す
。
 
（
五
所
川
原
郵
便
局
）
 

堆
肥
 
生
 
産
 に
 

ー
一2
 の
 
補
 助
 

市
で
は
地
力
を
高
め
、
う
ま

い
米
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め

四
十
六
年
度
に
引
き
続
き
、
堆

肥
生
産
農
家
に
補
助
金
を
出
し

ま
す
。
 

補
助
の
対
象
に
な
る
の
は
、
 

ー
カ
所
二
十
ァ
ー
ル
分
以
上
の

堆
肥
生
産
に
必
要
な
木
ワ
ク
な

ど
の
資
材
、
石
灰
チ
ッ
ソ
な
ど

の
経
費
に
つ
い
て
二
分
の

一
、
 

五
千
円
を
限
度
と
し
て
補
助
し

ま
す
o
 

稲
わ
ら
は
、
土
へ
皿昼
元
す
る

よ
う
に
努
め
ま
し
よ
う
。
 

一
  国
民
年
金
 

任
意
加
入

の
お
す
 支

給
さ
れ
、
 

す
め
 

1
1月
ー
日
か
ら
年
金
普
及
推
進
月
間
 

コ
ー
七
倍
保
障
の
ニ
ユ
 

ー
 

ー
 

ク
ロ
ー
バ
ー
保
険
発
売

ー
一
 



みなさん、結核は間接撮影（レントゲン）でないとわからない病気で、 

す。結核検診は、病気を事前に発見するため実施するものです。次の日

程でおこないますから、必ず健康診断をうけてください。 

心結核予防健康診断（レントゲン

撮影）このお知らせ 

地区名 月日 曜日 受診 場所 受 診 時 間 

小 	曲 11月13日 月
 
ク
 
ク
 
ク
 
ク
 
火
 
ク
 
ク
 
ク
 
水
 
ク
 
ク
 
ク
 
ク
 
木
 
ク
 
ク
 

ク
 
金
 

ク
 

小曲集会所 9時～10時 

錦町 柏原町 
幾島町 

ク 錦町集会所前 10時10分～11時10分 

新宮町 未広町 ク 保健所前 11時20分～12時10分 

上平井町 中平 
井町 平井町 

ク 
三井生命五所 
希否毒器丑望 
川原支部付近 

ノT一」玄 m七一っ叫 午後1時～2時 

新宮団地 ク 誓寛里地集会 
所付近 

午後2時in分～3時 
I 	l_-'JI"iJ 	'"' 

下平井町 11月14日 老人ホーム前 9時～10時30分 

さっき町 ク 和田新宅付近 10時35分～n時20分 

敷 島 町 ク 敷島分院前 	12時～午後 1時 

東 雲 町 
ひな田町 

ク 岩黛りんご店 	午後1時10分～2時10分 
付近 	 I ビ人 1”、～ノJ 	"”り『 v/J 

大町 旭町 H月15日 村元酒店付近 	9時～10時20分 

布屋町 東町 

弥 生 町 

鎌 谷 町 

ク 

ク 

ク 

毛内酒店横 

農協会館前 

鷲教育事務 

9時30分～10時30分 

10時35分～11時20分 

12時～午後 1時 
元 	町 ク 蒔田商店前 午後1時10分～2時10分 

岩木町 本町 
川端町 寺町 

新町 柳町 
成田町 

11月16日 

ク 

市民文化会館前 

永福神社付近 

9時～n時 

ii時5分～12時5分 

平 和 町 
日の出町 

ク 平和町集会所前 12時45分～午後 2時 

田町 栄町 ク 白衣神社前 午後2時5分～3時10分 

持 子 沢 11月17日 三上商店前 9時30分～10時30分 

一 野 坪 ク 対馬静賢宅前 12時～12時30分 

出
稼
者
の
健
康
診
断
 

一
四
五
人

指
摘

さ
れ
ろ
 

一
月
に
二

回
目
を
計
画
 

五
所
川
原
保
健
所
、
市
出
稼

対
策
室
は

「
安
全
で
明
る
い
」
 

出
か
せ
ぎ
を
め
ざ
し
、
九
月
に

十
二
日
間
に
わ
た
っ
て
出
か
せ

ぎ
者
の
健
康
診
断
を
行
な
い
ま
 

し
た
が
市
内
で

検
診
を
う
け
た

五
百
五
十
二
人

の
二
六
・
三
督

に
あ
た
る
百
四

十
五
人
が
治
療

と
注
意
が
必
要

だ
と
指
摘
さ
れ

ま
し
た
。
 

健
康
診
断
で

は
、
尿
検
査
の

結
果
、
た
ん
ぱ

く
と
糖
の
い
ず

れ
か
一
方
が
検

出
さ
れ
「
要
注

意
」
と
指
摘
さ

れ
た
人
が
九
十

七
人
も
あ
り
、
 

治
療
の
必
要
な
 
 

四
人
と
あ
わ
せ
る
と
、
指
摘
さ

れ
た
人
の
七
〇
督
と
大
半
を
し

め
て
い
ま
す
。
 

四
十
歳
以
上
を
対
象
と
し
た

血
圧
測
定
で
は
、
二
十
四
人
が
 
 

高
血
圧
か
低
血
圧
で
治
療
が
必

要
で
、
ほ
か
に
十
六
人
が
「
要

注
意
」

（
治療
と
注
意
を
あ
わ

せ
全
体
の
二
八
督
）
と
指
摘
さ

れ
ま
し
た
が
、
な
か
に
は
最
高

血
圧
が
二
〇
〇

（
ミ
リ
）
と
危

険
な
状
態
の
人
も
あ

り
ま
し

た
。
 

ほ
か
に
レ
ン
ト
ゲ
ン
 （
間
接
 

）
検
査
で
四
人
が
精
密
検
査
の

必
要
を
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

今
回
検
診
を
う
け
た
の
は
、
 

ク
児
童
手
当
支
給
制
度
ク
が

こ
と
し
一
月
一
日
か
ら
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
お
宅
で
は
手

続
き
を
お
済
み
で
す
か
。
左
記

に
該
当
す
る
方
で
、
ま
だ
手
続

き
を
し
て
な
い
方
は
、
速
や
か

に
市
福
祉
事
務
所
へ
お
届
け
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
届
出
の
際
は

必
ず
印
鑑
、
健
保
、
国
保
な
ど

の
被
保
険
者
証
を
ご
持
参
願
い

ま
す
。
 

児
童
手
当
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
人
は
 

▽
十
八
歳
未
満
の
児
童
を
三

人
以
上
養
育
し
て
お
り
、
そ
の
 
 

五
所
川
原
市
内
で
冬
、
夏
型
の

出
か
せ
ぎ
者
と
し
て
推
定
さ
れ

て
い
る
五
千
五
百
人
の
一
〇
％

に
も
達
し
ま
せ
ん
。
五
所
川
原

保
健
所
と
市
出
稼
対
策
室
は
四

十
八
年
一
月
、
本
年
度
二
回
目

の
健
康
診
断
を
計
画
し
て
い
ま

す
の
で

「
健
康
で
明
る
い
」
出

か
せ
ぎ
実
現
の
た
め
、
今
回
検

診
を
う
け
ら
れ
な
か
っ
た
人
は

ぜ
ひ
健
康
診
断
を
う
け
る
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。
 

う
ち
ひ
と
り
以
上
が
昭
和
四
十

二
年
一
月
二
日
以
後
に
生
ま
れ

た
児
童
で
あ
る
こ
と
 

▽
そ
の
人
の
前
年
の
収
入
が

一
定
の
額
に
満
た
な
い
こ
と
（
 

扶
養
親
族
な
ど
五
人
の
場
合
、
 

お
よ
そ
二
〇
〇
万
円
を
超
え
な

い
所
得
で
あ
る
こ
と
）
 

児
童
手
当
の
額
は
 

児
童
手
当
の
月
額
は
三
人
以

上
の
児
童
の
う
ち
、
出
生
順
に

数
え
て
三
人

目
以
降
で
あ
っ

て
、
昭
和
四
十
二
年
一
月
二
日

以
後
に
生
ま
れ
た
児
童
ひ
と
り

に
つ
き
三
、
〇
〇
〇
円
で
す
。
 

「血圧測定」をうける出かせぎ者たち 

 

ク
児
童
手
当

制
度
ガ
を
 

知
っ

て
い
ま

す
か
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